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之己 主ぞ
o .f'f'. 
jl・1司
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i際
物
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表
し-

(1) 

分
析
高了
な
す

つ

同
表
紙
誌
の
由
来
と
、
そ
の
認
姿
性
と
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察

明
治
一
一
一
年
九
刃
泰
山
Hm
持
鶴
禁
事
務
会
ち
所
管
し
仁
氏
部
省
は
当
一
!
土
地
物
産
之
多
寡
ヲ
検
刑
波
数
候
ハ
、
政
品
比
一
ノ
念
務
?
で
ア
、
t

爵
カ
/
厚

薄
設
常
一
吋
ノ
詳
明
ス
ル
場
L

と
し
て
、
谷
山
併
綜
に
命
じ
て
そ
の
管
内
の
物
濯
や
取
調
ぺ
、
決
れ
な
く
記
載
す
ゐ
こ
と
か
』
命
じ
た
。
次
い
で
主
年

一一…

n，
そ
の
取
調
方
法
に
つ
い
て
若
干
の
改
定
ゃ
な
し
，
「
年
々
庭
山
内
ノ
総
計
取
樹
祭
一
允
mn龍
一
句
川
品
川
出
事
い
と
し
た
ゆ
〈
明
治
前
期
繍
州
政
事

蹟
新
鋭
上
各
一
一
一
間
一

1
1
問
ニ
頁
〉
こ
の
よ
う
に
も
維
持
州
政
府
は
明
治
一
一
一
年
以
来
金
問
的
な
物
茂
樹
授
に
経
千
し
に
が
、
し
か
し
こ
の
間
，
そ

れ
が
賢
慌
に
ど
の
総
度
誕
行
し
た
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
開
明
ら
か
で
な
い
。

明
治
六
年
米
内
務
省
の
創
設
や
見
、
制
点
七
年
一
月
に
は
同
点
切
に
瀦
業
裂
が
お
か
れ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
物
産
取
調
の
こ
と
も
徽
業
安
の
所

管
に
移
さ
れ
吋
同
荻
の
手
に
よ
っ
て
初
め
て
明
治
六
年
成
物
湾
統
表
、
か
総
成
さ
わ
い
、
次
い
で
七
年
皮
、
八
年
度
の
被
表
も
作
成
さ
れ
に
ハ
内

一
省
第
一
一
聞
か
十
表
、
維
新
涼
業
諸
説
史
資
料
第
ニ
各
一
一
一
五

O
l…一一一双
u
o

こ
れ
ら
の
h

符
訟
は
会
簡
の
物
機
密

米
・
陸
新
・
桁
・
婆
抑
制
…
・
雑
穀
恕
・
毅
ぽ
設
澱
粉
類
・
凶
鋭
部
・
総
予
知
・
来
資
料
削
・
臨
川
水
源
・
海
誌
類
・
接
税
額
・
製
薬
類
・
鱗
川
端
物

知
・
地
獄
・
蛾
類
・
キ
知
・
馬
類
-

A

阿
内
獣
類
・
議
類
。
魚
類
・
間
T

貝
類
・
製
茶
類
・
飲
料
館
・
食
物
類
・
煙
率
類
・
金
銀
鰯
搬
毅
・
金
磁

細
工
類
・
金
w
尉
咋
射
殺
-
茶
話
磯
十
一
類
・
諸
器
械
強
・
般
舶
娯
・
話
卵
紙
類
・
繭
組
、
・
生
紙
類
・
終
締
結
・
綿
娯
・
山
齢
制
畑
・
木
綿
糸
類
・
縫

織
仏
抑
制
削
・
椴
裁
物
知
・
染
物
類
・
諸
小
間
物
類
・
化
粧
M
A
類
・
染
料
類
・
議
共
料
矧
・
給
ぷ
(
矧
・
間
作
漆
知
・
文
一
拐
礼
ハ
類
・
州
側
書
銀
本
類
・
漆

…
税
制
・
向
器
類
・
悦
諸
判
明
・
戸
鈴
子
組
・
指
物
類
・
木
地
挽
物
類
・
総
竹
時
滞
納
期
・
綿
得
競
・
品
開
物
館
・
竹
頚
・
木
材
類
・
純
物
類
・
皮

菜
類
・
紙
類
・
皮
革
担
・
羽
毛
知
…
・
角
爪
類
・
樹
類
・
機
類
・
新
料
桝
・
茨
額
・
波
璃
鋲
・
燃
料
類
・
鵠
料
類
・
綬
物
類
・
日
江
〈
憐
類
・
雑
貨

-
疋
初
見

干
ル
ル
ヰ
，
ル
4
4
h
e

閉会

J
T
S弘、
f
r
b
L

m
d
円
場

r支
3
3
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「
明
治
七
年

府
mm
物
産
表
」
の
分
析

111 
日

に
わ
か
ち
、
夫
々
の
産
額
冶
記
し
七
も
の
で
あ
る
が
、
表
作
成
の
廿
基
部
礎
と
な
つ
↑
た
ト
の
は
一
号
=

で
あ
つ
た
o

そ
の
府
鯨
物
産
表
の
、
う
フ
ち
、
明
治
七
年
皮
の
分
が
一
指
し
て
製
本
さ
れ
、
「
間
一
府
燃
物
産
表
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
六
年

度
及
び
八
年
度
の
分
が
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
漸
く
わ
が
岡
最
初
の
詳
細
な
全
閣
物
産
表
が
編
成
さ

れ
に
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
編
成
も
、
明
治
十
年
一
月
勧
業
安
の
駿
止
、
勘
産
品
の
設
世
と
共
に
繁
雑
の
故
や
以
て
中
止
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
九
年
以
降
、
農
陪
物
の
み
身
到
象
と
し
た
「
金
岡
農
産
表
」
が
編
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
に
の
で
あ
る
。

(
明
治
前
期
糊
農

事
蹟
料
鍬
上
谷
三
凹
ニ

l
四
三
頁
〉

「
一
一
一
一
府
燃
物
産
表
」
壮
極
細
字
晶
化
以
て
印
刷
さ
れ
に
四
六
判
山
ハ
段
組
八
三

O
真
に
及
ぶ
部
岸
な
統
計
書
で
あ
っ
て
、
北
海
道
・
沖
細
沿

ペ訂〉

除
く
三
府
六
十
服
に
つ
い
て
、
山
時
・
エ
・
林
・
水
・
蹴
・
高
の
あ
ら
ゆ
る
生
産
物
に
豆
り
、
そ
の
生
産
高
と
償
額
と
そ
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
統
計
知
識
の
十
分
で
な
か
っ
七
頃
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
数
量
単
位
は
必
ず
し
も
一
定
せ
ず
、
叉
統
計
数
字
ぞ
の
も
の
に
も
多
少
の
誤

り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
法
脱
的
な
考
山
品
目
そ
す
る
に
は
差
支
え
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
書
沿
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
初
年
に
お

け
る
物
産
の
蹴
態
、
殊
に
、
付
農
工
原
始
三
生
産
問
の
比
重
同
各
生
産
に
お
け
る
重
要
生
産
物
同
各
生
蕗
物
の
重
要
産
地
同
農
村
商
品
化
の

地
域
性
等
や
数
字
の
上
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
更
に
叉
、
こ
の
書
は
明
治
七
年
の
調
査
で
あ
る
の
で
、
分
析
の
結
果
在
以
て

或
程
度
幕
末
の
欣
態
そ
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
し
、
又
そ
の
後
の
欣
態
の
出
渡
期
と
な
す
こ
と
も
で
き
る
o

J

F

以
上
簡
単
に
指
摘
し
七
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
の
よ
う
に
、
本
書
は
明
治
柏
則
経
怖
の
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
基
礎
資
料
で
ぬ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
今
日
ま
で
こ
の
者
沿
分
析
し
七
も
の
は
殆
ん
ど
な
か
っ
に
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
本
書
、
か
M

側
め
て
入
手
困
難
な

稀
制
本
に
崩
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
今
一
つ
に
は
、
分
析
に
相
官
の
持
力
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
は
、
各
府
牒
及
び
全

国
の
蒐
計
が
一
一
臨
記
載
さ
れ
て
居
る
が
(
概
去
が
こ
れ
に
首
る
)
そ
の
蒐
計
は
余
り
に
も
類
型
的
で
十
分
の
殺
に
た
た
な
い
。
従
っ
て
、
官

時
の
欣
態
を
明
ら
か
に
す
る
が
た
め
に
は
、
個
々
の
生
産
物
に
つ
い
て
各
府
鯨
に
豆
り
克
計
在
し
な
お
す
と
共
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
各

府
鯨
毎
に
特
定
数
の
生
産
物
情
額
の
蒐
計
在
求
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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北
大
縦
書
館
は
札
幌
長
感
校
時
所
縦
出
の
あ
る

く
一
一
撚
そ
れ
令
果
す
こ
と
に
な
っ
北
次
第
で
あ
る
。

ハ
一
氏
〉
一
一
一
府
六
十
抑
制
は
次
の
加
聞
く
で
あ
る
。

栄

次

総

〈

火

山

問

問

問

。

山

門

〉

約

奈

川

総

(

武

政

憾

の

内

、

如

何

枚

凶

問

〉

熊
谷
燃
(
武
山
側
闘
の
市
川
、
上
野
附
mv

山

内

)

総

本

燃

〈

ム

野

闘

の

山

内

、

下

野
M
m
)

紛
治
鯨
(
下
総
仙
川
市
川
山
内
、
特
巾
践
例
の
内
)
茨
城
紋
(
常
際
問
問
の
内
)

一
総
札
州
側
桝
(
川
町
心
城
闘
の
山
円
、
終
代
M
m
m
u

内

〉

絞

殺

際

公

府

代

M
m
m
u

内
、
放
後
問
山
以
内
)

水

深
A
m
榔
(
仲
間
的
践
の
内
、
問
問
中
闘
の
山
門
)
州
投
手
線
〈
陵
中
闘
の
の
〉

山

形

抑

制

(

抑

制

約

繍

の

の

)

殻

賜

抑

制

(

州

制

約

問

問

の

山

口

〉

秋
開
綴
〈
澗
制
後
加
問
m
U

山
円
、
山
間
中
M
M
m
M

内
〉
淀
川
刑
制
榔
(
相
相
続
械
の
内
、
伊
一
双
川
内
〉

端
山
村
松
川
柳
(
浅
江
川
内
〉
愛
知
山
抑
制
(
緑
町
以
凶
、
一
一
一
河
川
内
〉

市
以
品
打
線
{
伊
勢
闘
の
・
向
、
必
政
一
隊
、
紀
伊
問
問
。
。
山
門
)
山
梨
綴
〈
川
中
斐
間
関
)

長

野

抑

制

〈

村

川

波

組

問

の

内

)

佼

ぷ

例

制

(

並

大

川

版

協

)

初

出

川

山

肌

〈

絞

波

間

)

新

山

川

抑

制

〈

神

地

-m凶
)

数
料
日
制
桝
〈
終
的
問
閥
、
越
前
附
)
滋
賀
郡
桝
(
近
村
仏
間
関
〉

大

阪

府

〈

線

神

仲

間

。

内

)

兵

w
郎
防
肺
〈
総
体
憾
の
内
)

求

郊

時

〈

山

間

域

内

、

丹

波

山

内

心

内

)

飾

際

線

(

捻

燃

側

〉

問

州

山

内

側

蜘

(

時

間

前

例

)

よ

中

間

線

(

附

附

巾

e
w
閥
、
山
間
後
間
間
の
市
内
〉

山
口
燃
〈
川
川
防
湖
、
以
内
矧
)
山
ぺ
比
例
燃
(
佐
川
町
腕
、
丹
後
回
側
、
介
絞
縦
一
の
内
v

h

い

同

州

松

山

開

(

市

内

混

同

〉

機

約

抑

制

(

初

日

品

開

門

)

伝
来
線
〈
附
門
ゆ
叫
同
州
、
波
紋
閥
、
淡
路
川
内
)
愛
媛
抑
制
〈
伊
後
践
の
内
)

板

間

際

(

筑

前

例

〉

一

一

一

段

耐

腕

〈

筑

後

誠

一
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没
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M
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V
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向
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〉
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存
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存
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L

hwq
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、

M
V
Z
Z
V
4
e
m
y

ま
で
保
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い
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の
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分
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し
、
今
日
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瀬
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品
抑
制
(
ヰ
礼
的
問
凶
m
u

内
)

千

葉

綴

〈

袋

m
w
w問、
P

い
ん
総
閥
、
一
F
総
M

関
心
内
)

〈

V
M
M
州
問
榊
(
舵
川
城
似
の
内
、
時
間
前
問
問
mU

山内〉

m
m

総
附
脚
(
終
批
判
問
問
mu

内
〉

背
単
純
抑
制
(
仲
間
出
染
防
〉

)
的
関
府
開
(
淵
制
約
問
針
。
内
、

M

別
後
凶
の
め
門
〉

山
仰
向
燃
(
綬
河
川
間
〉

…
…
一
泣
抑
制
(
伊
勢
同
開
の
向
、
伊
質
問
凶
〉
、

淡
耐
用
附
桝
(
戸
戸
川
波
織
の
内
、
捕
地
獄
凶
問
)

続
出
向
肘
制
(
滋
後
山
同
市
山
内
〉

石
川
線
〈
加
玄
関
、
能
登
一
凶
〉

場
制
腕
(
剣
山
門
閥
的
、
利
然
倒
〉

奈
良
抑
制
(
大
和
川
口

利
刊
紙
山
川
献
納
↓
(
帆
船
体
い
織
の
内
)

州
出
品
川
脚
〈
袋
禁
問
問
、
術
後
間
間
の
山
門
〉

必

w
m
w刷
(
間
内
戦
側
、
品
相
殺
側
、
隠
岐
路
〉

北
依
献
納
〈
援
作
M
m
)

高
知
山
騨
(
土
校
側
問
、
伊
柏
崎
織
の
内
)

小

A
M

抑
制
〈
問
符
抑
制
附
〉

口
氏
防
総
(
肥
川
滞
納

ω
山
円
、
や
は
険
、
針
路
〉

隊

内

ん

ね

際

関
M
問
、
総
帥
m

M
側
、
円
山
内
械
の
内
)

27 -



「
明
治
七
年

府
燃
物
産
表
」
む
分
析

(ニ〉

<11 
口

ま
ず
全
般
的
な
考
察
を
す
る
。

「
一
一
一
一
府
肱
物
産
表
」
(
以
下
車
に
「
物
産
表
」
と
呼
ぶ
)
に
相
載
さ
れ
大
各
生
産
物
を
整
理
し
て
農
産

( 61%の
( 30%の
( 9%0) 

物
・
工
産
物
・
原
始
生
産
物
の
三
項
に
統
一
し
、
犬
々
の
生
産
領
在
算
出
し
て
み
る
と
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

¥
hノ
n
U
 
%
 

円

u
n
u
 
ft、、

(100%の

岩手!孫仁5表〉

12産物的手fi 1，762，4761111 (72%0) 
工法物的知 416，829 (f7%0) 
Jjjf[(fi生産物ft'i叙 268，463 (11%の

言1・ 2，447，768 (100%の

227，286，701/1::11 
111，891，559 
33，128，714 

言 372，306，974 (100%の
(fI崎考〕介計額は「物産支」のもの上りも多

い。これは私の}'V:言1-しなおした結果

である。
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筑
間
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1

1

U

一

ft、
川

ι
川
4
ぺ

向

日

A

U

h

u

h
匁
一

懸

物

物

倒

一

計

分

注

産

性

一K
一

大

政

工

原

一
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
く
、
常
時
は
未
花
山
政
・
工
・
開
始
三
生
産
問
に
お
け
る
分
化
は
今
日
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
い
の
で
、
右
の
如
、
き
分
類
や
す

る
に
は
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
一
憾
の
こ
と
は
右
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
農
業
生
産
の
支
配
性
ぞ
改
め
て
数
字
の

上
か
ら
知
ゐ
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
金
問
的
考
察
で
、
府
燃
に
よ
り
三
生
夜
間
の
比
率
は
か
な
り
の
差
具
が
あ
っ
た
こ

と
も
注
意
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
各
市
牒
に
豆
っ
て
そ
の
比
率
丸
信
一
不
す
こ
と
は
避
け
る
が
、
最
も
進
展
し
七
地
域
と
し
て
東
京
・
大

阪
二
口
品
川
郁
の
三
府
在
み
る
と
二
二
二
、
凹
表
の
如
く
で
あ
る
。

全図くH長〉

I~ jttr物作'(1fJ[ 

I Iit q坦m 客員
j)f( ~{i.'Þ.残物世間i

1，865，326/iil て44%の
2，146，187 (日%9)
207，937 (49百円

4，219，450 (100%0) 

東京府 (2表〉

I主主IIq坦 1)'(許il1
ョ:波 4恒例制

JJlf始!J三陸!I世間銀

( 30%8) 

( 63%7) 

( 5%勾

2，946，932/ill 
6，090，296 
527，541 

計ー

大阪府 (3恭〉

i民j宝物的知

工 i宝物的手[(l

Jfri!lfi益三)tII物111事H

く29%1)

( 62%の
( 8%勾

9，564，769 

4，714，095fru 
10，096，330 

1，376，051 

京都府 (4表〉

J~ 産物的下:J{

ユ=)ti'i: q切111主H
JJjfil{ifl'.j宝物f'i1むi

16，186，476 言1-.
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工

業

生

誌

の

}

般

に

は

諒

記

の

よ

う

九
州
の
大
分
訴
の
如
き
は
五
き
山
ハ
挺
じ
み
る
如
く
農
業
生
政
の
地
位
が
毘
倒
的
で
あ
っ

か
く
の
如
く
、
地
域
設
が
続
賞
蒋
し
く
も
そ
れ
が
没
持
の
特
徴
の
一
そ
な
し

に
加
の
親
粘
か
ら
汚
損
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

め
て
高
い
が
、

、
数
γ
山
東
北
の
岩
手
綜

、
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
本
稿
の

お
い
て
克

農
業
生
地
陀
殺
の
分
析
に
移
る
。
明
治
七
年
に
お
け
る

62%8 

11芦GO

3%3 

3%8 

ラ%1

1%0 

12%3 

1，532，556 0%7 

227，286，701 100%。

142， 799 ， 024~11 
25，073，475 

7，404，多4ラ

8，702，838 

11，658，046 

3，201，056 

167 

(7表〉

25，9I4，013;r:i 
9，858，331 
1，819， J38 

[農産物〕

汚と

姿

火 主主

j七1せdfHを妻J'i

等級2主流言夜J;I¥

* 1:~ N[:f-;r長
特手*1!'J:i'設約

3毛 イ成

対
抗
綜
1
川
引

p
v
k
n
uし

す
E
J
P
す

1
3

生
斑
伺
相
会
議
溜
し

米
の

る
と
上
指
第
七
訟
の
如
く
で
あ
る
。

米

一

協

凶

千

二

百

湾

問

、

総

生

諾

物

依

額

の

…

…

一

八

%

.

産
物
制
捜
綴
の
六
三
完
会
占
め
仰
心
。
以
て
そ
の
露
関
的
地
役
会
知
る
こ
と
が
で
品
川
、
ょ
、
フ
。
明
治
七
年

に
お
け
る
地
租
鵠
米
千
七
十
限
高
石
余
で
あ
ゐ
か
ら
〈
明
治
討
政
次
第
広
怨
一
一
一
七
七
支
〉
、
議
引

十
六
高
石
許
り
が
農
民
の
自
家
治
安
米
及
び
焼
資
米
で
あ
つ
に
わ
け
で
あ
ゐ
。
常
時

の

程

度

の

て

r

い

た

か

た

い

と

こ

ろ

で

あ

る

が

‘

今

の

と
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約
千
五
百

ゆ
〕
み
そ
れ
ぞ
閥
的
ら
か

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
で
も
な
く
も
会
府
腕
と
も
夫
-R

相
常
ゑ
宛
こ
れ
十
位
湾
出
し
、
地
比
較
的

新
潟
擦
や
策
到
に
事
設
賀
・
款
問
M

・
掛
川
・
千
奨
・
裳
知
・
名
東
・
山
山
口
・
飾

.
幅
四

me
お
川
・
殺
賀
・
熊
谷
・
新
治
・
成
鳥
・
白
川
・
筑
総
体
ル
ザ
ザ
の
諸
説
が
第
一
一
級
の

で
、
こ
の
十
七
燃
で
金
生
産
高
の
間
制
的
七
分
位
や
産
治
し

ιh・
中
品
、
.

7
i
 

問
、
、
、
r
、‘.

B1J
く
為
、
む
カ

ハ
八
表
〉
。

1
 

4
7
 

姿
は
山
一
庁
、
叱
版
物
の
み
な
ら
ず
、
金
生
産
物
中
に
あ
っ
て
も
米
に
戎
ぐ
斑
市
常
生
産
物
で
、
そ
の

ニ
チ
ア
五
百
淵
側
、
総
生
産
物
依
絡
め
六
%
強
警
農
産
物
依
綴
の
一
一
%

搾
額
九
百



「
附
山
治
七
年

的
川
燃
物
淀
表
」

mu

分
析

IIf 
1=1 

〔米) (8塁走〉

草寺滋!潟 1，553，181ぉ 6，196，000Uil 
滋まをグ 944，853 久364，237
秋 rtJ グ 937，533 3，165，105 
紛JlIグ 857，131 3，789，473 
千五号グ 794，621 4，8ラ4，220
愛知命グ 790，747 5，300，91ヰ
母'1Jl[グ 764，601 4，920，867 
JlIログ 685，674 4，671，5ヲ9
f必 l~rr グ 堅守6，579 3，822き484
ヨヨ JII グ 589，166 2，923，173 
ffii;i 1品j グ 580，660 3，6)0，363 
手立宝1グ ラ77、333 3，011，032 
fl'誌1:与グ 548，011 2，977，752 
熊谷グ 予46，908 、 3，871，255
tJi治グ 543，605 3，271，053 
13mグ日20，46J 3，084，064 
筑般グ ラ05，778 2，342，822 

12，336，務96 67，166，413 
(倣深i尚μ勾
る土比と出ヰ卒ミ 4♂7%6 J¥ ミる3土比h当卒主 4♂7%1 

2，635，592Ifll 
1，723，586 
1，257，69ラ
949，310 
953，597 
643，263 
627，808 
610，814 
65守，488

966，516 

636，860 
953，182 
710，968 

〔参J(lOil後〉
熊谷収 1，078ゾH9そ三
役Jlt I! 544，064 
草壁 1官グ 533，350 
tlfiオ三グ 460，106 
9二主主グ 414，853 
:r!.f =長グ 364事851

京11奈川グ 2守0，407

i波ぶグ 2みし742

i可)iI!irrグ 246，418

tJlログ 226，061 

成品グ 225，904 
ノj、回グ 222、ラ52

愛媛グ 217，701 

立!

5，108，593 13，323，599 
(桃総問)(仙波領時)
する比率52%1¥-，る比来日%

〔大豆〕 くlla長〕
熊谷収 164，124おも
業者潟 /J 116，568 

千~\!きグ 106，917 

P.f 技グ 持，006

J隊ヰ主グ 86，229 
革智治ヂ 62，111 

649，ラ80sO

406，682 
442，360 

334，402 

405，868 
252，503 

i社。

〔夢〕く 9~畏〉

大喜子決1~!ヨf. 8，124，8ヲiぉ

ノト 姿 1，733，440 
19，902， 387[Hl 
ラ，171，088 73ラ，615 2，541，800 

(会生成向山J(会泳法録制)
ずるi七社0141% ナるよと玉t34%J

言i

州
開
姿
が
主
で
、

の
比
重
は
未
、
に
比
般
的
低
か
つ
仁
ハ
九
表
)

水
没
ち
米
と
誠
一
総
会
倒
的
仁
産
出
さ
れ
、

地
域
差
拡
説
令
す
く
な
い
が
‘
二
十
高
石

25，073，475 

を
占
め
ら
。

ヲ，858，331

1iilI 千J;J，、
歴17 1主上

-0) 

は1
阿木

健~ :1'脊
路三長

小 iiî~l
III 祭
JII 

岐
阜

は
熊
谷
・
名
東
・

踏
で
，
こ
の
十
一
一
一
腕
で

令
分
以
上

;11・

ハ
十
炎
》
。

や
産
出
し
て
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大
一
段
の
産
椴
百
八
小
一
一
高
石
ち

七
百
m
m
十
持
制
。
姿
に
次
ぐ
重
要
山
門
凶
作
物

大
豆

で

い
に
る
と
ゆ

~'L 
て

馬
る
が
、
関
東
地
方
及
び
新
抑
制
料
が
特
に

熊
谷
e

・
千
葉
・
埼
玉

.
栃
木
・
統
治
の
六
際
で
金
総
の
約
問
綿

々
占
め
て
居
ゐ
ハ
十
L
P

一

雑
穀
類

そ
の
他
の
雑
穀
類
の

一
訴
す
と
第
十
二
表
の
如
く
で
あ
る
。

薬
及
び
小
一
段
の
生
廷
は
川
町
ん
ど
会
倒
的
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ヲ

ゐ

つ
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戸
h
ノ
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d
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q
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内
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の〆ゐ984多594.r，

93予，262

180，568 
13ヲ，66)

4ラ8，814

337，252 

349，605 
1，158，907 

1，502，777 
1，817，553 

(怒穀類〕

祭

事，¥t

君主

忍i 祭

ι~" t 華子

ノト 豆

3乙 f也

31，34守主王

31，744 

63，093 284，857 
(船長制tdJ)(総J.tt浅沼11こ3つ
する比率35;杉い明る比率50劣

(15表〉

126，133[i-i! 

158，724 

〔黍〕く14表〉

変緩 1¥係

111口グ

言i‘

絞
済
問
中
羽
交

87，2361111 
83，744 

46，844 

82，690 
り6，818
ラ5，782

48，278 

ラ33，018. 501，432 
(松氏沌jに乙釣凱1
するj比b守幣3予幻7%八する;比七主率t仁;5匁2%芸

8，702，838 

(13表〉

ar 

〔軍事 〕

37，000茶 11O，473un

27，296 6人838

64，296 178，311 
(WJ~，!tji:[おに必i\ r まj主主主主主主立に J.J\w柑るJVド46%八するi七守'¥51%J

(16荻〕

〔議祭〕

ギf 手 l~ぷ

愛媛グ

ヲヲ，ラ2き亨子

ヲ'6，944

86，ヲ64

77 ，935 
6ヲ，79予

59，083 
42，769 

主主ー 手 i係

:i1C限グ

予f占禁グ

1}義母子グ

紛水グ

I三型子グ

語*奈川グ

ヰ
H

ヲ4ラ0521nl

74フ660

43，421 
33，791 
63，474 

ラ7，597

143，524 316，9ヲ5

(総会淀許可i之刻)(京白紙約口、j
するi七市31%)するよ1.;'1';27%} 

27，910干7

27，763 

23，426 

22，332 

21，612 

20，481 

熊谷 l際

Iと里子グ

タL)C宅グ

予f殺グ

;fVj ヰ三 F 

瀞Iiゑグ

語1

で
、
命
令
地
方
で
少
し
づ
L
産
出
向
さ
れ

料
も
来
、
に
大
阪
・

Q 

0 

。
将
附
1

・i
l
'
」

E
H
L
H
f
f

4

刊
句
・

U
I
4
J
S
Y
ペ

，
鯨
ぞ
除
く
と
仙
川
地
方
で
は
い
づ
れ
ち
こ
れ

怒
る
が
、
州
政
手
・
筑
摩
e

青
森
・
熊
谷
・
訴
木
・
長
狩

・
紳
奈
川
の
諸
燃
が
特
じ
蕗
額
多
く
‘
こ
の
七
時
で
余

生
産
高
の
半
分
以
上
々
占
め
て
居
る
ハ
十
日
表
〉
。

設
の
生
滋
も
公
開
内
的
で
あ
w

々
が
も
愛
知
・
山
口
一
附
廊 vζ 

の
際
鎖
的
刊
に
多
く
、
こ
の

生
誕
額
の
五
Q
M川
沿
様
出
し
て
踏
切
の
ハ
十
mm
表〉。

ん
で
活
ゅ
の
が
、

一
服
で
会
生
産
高
の

生
産
も
鴻
ん
ど

qAV 

ポ
ヤ
d

・
愛
援
雨
懸
の
然
出
特
に
多
く
も

や
は
り
こ
の
ご
懸

る
ハ
十
五
表
)
。

で

の
生
産
ち
金
問
内
的
で
あ
る
が
、
新
潟
・
縄
各
・
一
部
冶

ぷ

W
L
ト
・
究
緊
・

4
4
e
y

，A
3一
主

i

川、、5
弔
今
-

a
ノ

mAつも

露
出
し

命、之、
J
o

-
ノ
叶
河
d

」ま武
双
び、

競
菜
類
の
土七
三友

学
類
及
誠
実
類

樹
め
て
殺
か
っ

そ
の
内
綿
々
立
山
川
寸
ゐ
と
十
七
表

の
如
く
で
あ
る
。
甘
藷
会
除
く
仙
川
口
問
は
倒
れ

殺
が
各
府
懸
区
々
で
あ
の
の
の
金
鑓
と
し
て
の
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2

i
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薬

4

読及

一

波

機

泌

総

子

一

旦

治

労

明

w
m
裕
一
…
ぷ
瓜
町
以
前
内
的
明

戦

鈴

一

級

怒

〔

す

即

司

馬

大

新

鋭

午

後

…

茶

剤

治

純

州

附

潟

商

社

(

産
出
じ

、
長
崎
・
自
民
・
絞
殺
・
愛
妓
・
宮
崎
・

628 ， 405ll~1 

385，431 

266，056 

i予8，578
130，747 

134，421 

7ラ，277

11ラ，805

100，526，435 1，894，720 
(総政おω ナ1附悦飯ω す
るま主分Jt 74%八る8'分iと 臼%

〔すま著〕 く18還を〉
長1i¥'6'~隊 32 ， 031 ， 10う j迂

浴JI!ク 15，326，219

l!e :c'{グ 13，04九344
愛媛グ 11，171，605 

i!f ~えをグ 9，094，549 

ti ):j[グ 7，369，695
〉にう}f! 6，77ラ，505

i皮 1:与グ ラ，708，413

立1-

数
最
小
}
あ
げ
得
ず
、
金
持
額
の
み
や
二
本
し
た
ハ
ト
七
表
〉
。

Il ，658，096 

苧
績
で
は
設
来
の
里
芋
の
比
一
設
が
米
ど
和
意
向
く
、
為
抽
哨
で
生

・
名
東
・
愛
絞

て
居
る
が
、
熊
谷
・
桜
木
・
愛
知
・

.
宮
持
の
・
務
燃
が
深
謝
特
に
多
く
も

て
腐
る
。

い
の
七
綜
で
司
会
生
校
一
額
の
部

町
時
立
に

多
少
づ
L

及
び
、
東
北
地
方
や
新
潟
訟
を
除
く

-
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品
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川
山

h
1
5「
戸
ゐ

=4勺し日

v
J
F
3
¢
吊
r
'
H
7
v
J
J
a
d
q
d
r
H
f
I
t

e
-
d
言
£
y
hソ

問
料
三
急
三
イ

r

こ
の
八
料
〈
斑
児
島
郎
は
生
際
高
不
詳
〉
で

川
側
め
て
微
々
に
る
も
の
で
あ
っ
亡
。
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れ
て
は
市
ゐ
が
、
大
紛
糾
制
州
共
い
で
部
一
ナ
が
般
も
多

い
も
の
で
あ

議
楽
類
は
す
で
に
各
務
の

E

ぃ
。
火
絞
は
各
府
院
と
も
概
ね
蹴
茶
新
の
中
で

の

内

線

沿

み

る

の

如

く

で

あ

ゐ

。

泉
質
類
の
比
重
も
表
記
の
よ
う
に
米
売
組
め
て
依
く
、
そ
の
ふ
部
品
生
深
化
の
殺
佼
も
限
ら

れ
て
い
に
。
商
品
生
徒
の
料
開
令
謹
ん
で
い
た
の
は
恐
ら
く
紀
州
の
家
制
作
依
で
あ
っ
大
ろ
う
。

の
譲
別
は
版
絡
に
は
間
難
で
あ
ゐ
が
、
こ
L
で
は
綿
顕
彰
栂
・
議
・
張
・
鵠

!I% 
ヤt:
し
て果

韓
民
類

で
も

-
愛
知
・
石
川
・

-
白
川
川
等
の
諸
燃

に
あ
J

く、
g

こ
の
じ

ふ
。
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
す
で
仁
大
絞
や
議
ぷ
と

特
殊
濃
罷
物
特
殊
長
産
物
と
投
村

・
問
料
や
特
殊
法
声
腕
W

と
す
ゐ
こ
と
に
し
た
。
"
で
の
路
補
ケ
算
出
す
る
と

Rit/e 

の
如
く
で
あ
る
。
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笠
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特
殊
的
川
市
町
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の
一
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市
け
い
以
崎
明
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れ
M
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会
設

し
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い
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そ
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ニF
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tこ がど工
透ハ
す£七
ゐ千
。目立

は
後
知
・
京

し
て
の
荒
川
刊
に
沼
崎
県
な
法
廷
一
物
で
、
そ
の
生
産
高
九
十
一

北
地
方
は
そ
の
探
知
比
一
統
的
惜
少
で
お
る
が
、
そ
の
俄
の
議
問
料
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は
お
八
々
約
常
設
在
応
出
し
、
獄

IU 
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畑
出
多
く
、
こ
の
十
Mm
府
慌
で

、ノ

-
J
J
三

円

U
ι

甲
小
ペ
「

ハ
ニ
ニ
表
)
。

し分
て i錦之ど
いは j乏
な数・出
い m:し
のて
で位
、が

n手
ji漂

っ
て

日吻

メιt

一
不
す
、
)

の
よ
う
こ
J

f

L
‘

}
K
H
V
7
i
4
j
i
t
 

い
た
。
そ
の
す
べ
て
が
商
品
化
さ
れ
て
い

ぬ
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
相

に
と
同
体



「
川
山
品
川
七
年

府
燃
物
路
表
」
の
分
析

"11 
fJ 

首
部
分
が
す
で
に
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
主
要
産
地
は
熊
谷
鯨
必
筆
聞
に
、
山
梨
・
長
貯
・
筑
摩
・
幅
島
・

水
津
の
諸
燃
で
、
こ
の
六
鯨
で
全
生
産
額
の
六
割
六
分
冶
占
め
て
居
る
ハ
二
コ
一
表
〉
。

北
に
藍
。
農
業
生
産
物
と
し
て
は
葉
躍
の
み
の
生
産
高
冶
示
す
べ
き
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
葉
陸
、
藍
玉
の
令
計
し
に
数
字

沿
一
不
し
七
。
生
夜
一
数
量
は
や
は
り
各
府
腕
の
車
位
が
一
定
し
て
い
な
い
の
で
一
不
す
こ
と
か
で
き
ぬ
が
、
生
産
額
は
表
記
の
よ
う
に
三
百
四
十

二
高
凶
に
及
び
、
藍
が
江
戸
時
代
に
引
続
い
て
重
要
な
特
殊
農
産
物
で
あ
つ
に
こ
と
沿
示
し
て
居
る
。
こ
の
時
代
に
な
ゐ
と
、
金
岡
各
府
廊

で
多
少
ヲ
ピ
生
産
さ
れ
て
居
る
が
、
な
ん
と
一
言
つ
で
も
阿
波
が
そ
の
特
産
地
で
、
同
闘
沿
も
つ
名
東
一
服
で
金
生
産
相
の
三
五
%
か
}
出
し
て

居
る
。
共
の
他
と
し
て
は
新
潟
・
熊
谷
・
磐
前
・
愛
知
等
の
諸
燃
か
比
較
的
重
要
な
産
地
で
あ
つ
に
(
二
四
表
)
。

煙
草
も
農
業
生
産
物
と
し
て
は
葉
開
平
の
み
や
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
便
宜
上
刻
煙
平
等
も
包
含
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
仁
。

そ
の
内
料
沿
算
出
し
て
み
る
と
二
五
表
の
如
く
で
あ
る
。
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5，379 

2，555，641 

〔煙草) (25表〉

禁煙草 23，613 ，605斤

刻矧 }';L 14，221，172斤

J80 ， ~Q?~よ
320 l't 4岱奴l1'11: 
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ふ
加
ド
ト
計

ον

ゐ
飲
食
品
部
門
及
び
織
物
身
筆
頭
と
す
る
服
飾
品
部
丹

こ
の
一
南
部
門
で
七
割
弧
ぞ
占
め

こ
れ
に
反
し

生
成
山
共
料
制
の

持
の

引
ゲ
童
小

{
?
:
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花
柄
め
て
低
く
、

に
す
ぎ
な
い
。
以

。
こ
と
が

ょ
う
。
以
下
、
こ
れ
ら
の

に
分
析
や
役
一
め
た
い
。

の
山
見
守
お
め
ゐ
。
そ
の

織
物
は
官
時
一
例
制
州
と
法
ハ
に
設
も
一
部
一
一
以
一
な

あ
っ
て
、
会

内
町
九
日
々
年
出
し
て
み
ゐ
と
ニ
十
九
表
の
如
く
で
あ
"
。
。

ま
ず
総
織
物
。
こ
れ
に
は
白
木
綿
・
絹
木
綿
及
び
か
す
り
誌
の
他
の
加
工
綿
織
物
が
あ
ω

々
が
、
江
戸
持
代
じ
引
結
い
て
白
木
綿
の
際
州
酬
が

絞
も
多
か
つ
亡
。
し
か
し
紡
木
綿
の
奇
額
ち
す
で
に
新
常
の
耗
皮
で
い
七
。
生
活
必
混
同
州
に
ゐ
綿
織
物
は
与
府
部
で
生
産
さ
れ

τ成

る
が
、
七
V
A

品
川
城
山
ぶ
は
抑
制
意
兆
一
し
く
、
大
wm府
以
下
表
記
の
十

て
は
地
域
差
は
挺
金
金
援
額
の
ム
ハ
糾
内
外
h
q
占

め

て

十

表

〉

。

、
。
河
陣
在
、
も
つ
京
都
府
主
椀
生
を
ひ
か
え
み
梢
水
燃
と

汁
旬
、
比
勺
ゃ
a

，Z
E
r
r
ν
し

向
日
立
日

V
Hり
H
W
担
生
活
必
詰
um
で
な
い
絹
絞
物
に
あ

た
こ
H
N
総
録
。

弓
J
古
本
小
令
市
弘
守



「
胤
問
治
七
年

〔織物J (29祭〉

あ1;1 *，み杓 20，128，657s( 10，856，271U¥lC 63%3) 

絹織物 4，581，057 C 26%7) 
総議員もど絞物 981，労 1，379，076 ( 8%0) 

昇読谷i呉伯 342，737 く 2%の

言 17，1う9，141

が
二
大
生
産
地

府
抑
制
約
湖
民
家
」

mu

分
析

(11 
r:l 

6，249，057 
(余生成叙f叫)
必ずる上七*58%

1，503，02511] 
649，876 

446，003 
347，904榔

206，702 

C31$:) 

五て者i;fi手

栃木際

限ji!.j グ

日接待グ

I!I ':li"'!グ

。0:]%0)
6号8 ， II 7I~]

609，ヲ53

751，422 
361，357 
407，812 
631，777 
690，744 
542，68ヲ
言語2，221
423，312 

5うQ，648

〔綿織物〕く30荻〉

メ;絞fI干 し806，65ラ反
~r JII 係 1，646，640
愛知 I! 1，506，614 
愛，('[( f/ 1，188，206 
!反応 I! 1，114，159 
J:;，f 三E グ 1，072，663
2災 A グ 922，488
終匂谷グ ちな3，426
新潟グ 郡久321

まif， ~j~ グ 821 ， 163

粉*ヂ 706，782

言 12，ララ4，117

(制法的問守)
ナミ3比率62%

〔綴織物〕

っ
て
数
金
一
車
位
よ
り

生
糸

生
糸
の

。〉

は

者1¥
jトi
で
あ

匂1-- O 
-1; iJ、
i潟
七都
千オ王
立 i賂
五三監に
上1:
す
え丸

の
持
一
瀬
詳
し

山
ハ
…
の
十
ム
ハ
高
尚
一
余
に
諾
す
る
。

‘j潟
締今
糸ぬ j支
j坐

-0 

H
M

判
決
'
加
吋
ま
を

土
冷
'
v
F
H吋
9
3
t
f

組
め
て
多
義
、

綿
糸
の
生
産
高
は
八
十
五
嶋
貰
L
九
百
五
十
七
時
筋
余
、
そ
の
償
制
百
一

-
山
梨
の
諸
畿
で
あ
つ
な
ハ
一
一
二
表
〉
。

こ
れ

み
る
と
ち
こ
の
ニ
府
駁
で
み
一
生
侍
一
樹
の
閉
じ
お
そ
点
め
て
い
ゐ
。
み
ん
じ
弐
ぐ
の
は
山
一
死
一
同
・

3，153，510 

(机務総こ滋)
十るよ七本68%J

仁32君主〉

ぬ
の
で
、

〔事毒事車交織物〕

1，061，1121日j

269，210 

令 1，33)，322
(飢附11こ主つ
する比叡96%

793，8251疋

五古都府 127，325 

言i・ 926，1う3

-38 

li採ヰミ1お

み
に
つ
い
て

絹
綿
交
続
物
は
足
利
ゆ
ぜ
も
っ
桜
木
mm仙
の
夜
額
が
擦
倒
的
で
、
披
円
一
一
民
一
に
お
い
て
ち
悦
様
に
お
い
て
も
会
搬
の
約
八
説
会
占
め
て
い

一一一表)。

ム

円

ノ

c

ヂ
p
f
L
f
w

げ
…
っ
て
生
産
さ
れ

e

山
梨
の
綴
騒
が
主
要
生
産
地
で
‘
こ
の
六
燃
で
金
生
淀
川
誌
の
氏
側
内
外
を
叱
外
出
し

一
る
が
も

ゐハ一一一一ニ表)。
古島
ヰ子

高
M
M
余
に
及
ぶ
。
そ
の
生
俸
は
す
で
に
か
な
り
谷
地



[生糸〕く33表〉

熊谷!¥'児 65'， 548J.'t 1，438，945ICiI 

:r:.: 11:司グ 29，895 290， 107 

t;:)C N'グ 21，895 521，575 

士主 ~!} グ 18，027 367，982 

耐え ，I;j グ 16，763 334，810 

l[f ;]jgグ 16，ラ19 343，ラ09

fij-急 168，647 3，346，928 
(金生皮肉日rz山1I二)".j
する比斗;45%Jする比中日%

97，6861iil 

103，062 

150，500 

134，840 

119，624 

98，385 

705，097 
(金雌叙にj¥'.jす)
る比三十ょ 57%1 

方
に
普
及
し
て
居
ゐ
が
、

そ
れ
で
も
な
お
栃
木
・
弊

(34表〉

160，7781'1: 
36，000i'官i

107，3821l 

72，284 

61，212 

6)，767 
33，873 

f
 

一一
zμ

前
・
水
津
・
岩
手
・
置
賜
・
酒
田
・
秋
田
・
相
川
・
滋

賀
・
鳥
取
・
小
田
・
山
口
・
佐
賀
・
鹿
児
島
の
諸
牒
は

綿
糸
の
産
額
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、

大
阪
・
和
歌
山
・
愛
知
・
埼
玉
・
奈
良
・
名
東
の
諸
肱

は
主
要
産
地
で
、
こ
の
六
府
牒
で
金
生
産
額
の
年
分
を

占
め
て
居
る
ハ
三
四
表
)
。

第

類

〔綿糸〕

プ三阪 n1'

キIlilfAilIi.¥1児

愛知lグ

埼玉グ

ヨモ Jll I! 

t;京グ

酒
類
生
産
額
か
ら
み
る
と
)
酒
類
は
米
姿
に
失
ぎ

織
物
を
超
え
る
室
要
生
産
物
で
、
金
工
業
生
産
額
の
一

六
%
八
、
金
生
産
相
の
五
%
そ
占
め
る
。
そ
の
内
躍
は
三
十
五
哀
の
如
く
で
、
す
で
に
凶
酒
に
劃
し
清
酒
が
座
倒
的
で
あ
っ
た
。

酒
は
米
安
と
向
様
各
地
で
生
産
さ
れ
、
地
域
差
は
比
較
的
す
く
な
い
が
、
糊
ぞ
も
つ
兵
庫
院
在
筆
到
に
、
愛
知
・
新
潟
・
栃
木
・
京
都
ィ

熊
谷
の
諸
地
方
が
比
較
的
産
相
多
く
、
こ
の
六
府
燃
で
会
館
の
三
割
近
く
在
湾
出
じ
て
昂
る
(
三
五
表
)
。

こ
れ
以
外
の
諸
腕
で
も
多
い
と
こ
ろ
は
七
高
乃
五
八
高
石
、
す
く
な
い
と
こ
ろ
で
も
概
ね
一
高
乃
至
ニ
高
石
沿
産
出
し
て
い
た
。

替
油

時
一
泊
の
生
煎
高
九
十
四
高
六
千
石
、
六
百
三
十
四
寓
制
。

い
づ
れ
の
府
肱
で
ち
こ
れ
か
}
生
産
し
、
地
域
差
は
比
較
的
す
く
な
い
が

味
m古
事司

主
路
地
は
野
田
そ
も
つ
千
葉
燃
や
-
筆
一
聞
に
飾
一
陣
・
新
治
・
愛
知
・
名
東
・
宮
崎
の
諸
燃
で
あ
つ
に
(
三
六
表
〉
。

味
貯
の
産
額
五
千
百
十
品
問
円
賀
、
六
百
十
四
世
間
凶
。
や
は
り
各
府
燃
で
生
産
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
中
心
は
閥
東
・
中
部
・
東
北
地

方
で
、
熊
谷
・
新
潟
・
漫
知
・
新
治
・
秋
田
・
筑
摩
・
千
葉
・
長
野
の
諸
鯨
が
主
産
地
で
あ
っ
た
ハ
一
ニ
七
表
)

0

臨
の
生
産
高
三
百
八
十
五
国
一
千
石
、
二
百
三
十
九
再
三
千
附
余
。
そ
の
、
主
要
海
地
は
瀬
戸
内
海
に
商
す
る
飾
府
・
悶
山
、
.
小
間
・

事歯

は
舟
1
ド
冴
υ
L

i
l
j
-
l
d
f
 

nu 
qa 



「
明
治
七
年

01 
口

府
山
刷
物
皮
表
」
の
分
析

u菌室買〕 く353長〉

i，ij Il'I 3，193 ，598+i 17，562 ，018liil 
i5a it"i 164，691 699，705 
;!t: 1m 73，07ラ 342，772

百 3，431，364 18，705，495 

J':-W 1'，広 255，500石 1，176，384Iiil

変士fIグ 16う，861 1 ，465，639 

i羽r1f.Jグ 148，15J 629，779 

1vjオf グ 122，155 772，819 
JJ{おijlli' 118，958 681，660 

口~谷 I.'，tr: 112，865 681，255 

;:1- 923，489 5，407，536 
(金生成山にfJrEK注額に~)
する i七ε).;27%1 する比~fj29%I 

fi歪i由J(36重量〉
千葉桜 78，865;n 495，0301iil 

前ilfうグ 59.，377 288，793 
;f.Jr治 F ラ8，229 346，940 

愛.知iグ 42，379 314，082 

4I Jl~ グ 39 ， 767 284，047 

~I;'; If~f グ 26 ， 990 303，080 

言 305，607 2，031，972 
(位注目に到す)(位酬に到す)
る百分比32% 1る百分比32% J 

〔味噌 (37君主〉

熊谷収 6，562，830fr ，718，ラ25ril¥

羽riP.Jグ 6，477，6)4 628，195 

愛知lグ 3，946，131 3)8，776 

m治グ 3，327，068 336，469 

I大Hlグ 2、619，532 230，996 

!cJC l!jt-~グ 1 ， 434 ， 255 128，279 

千葉 Q 1，390，402 214，550 

1主里子グ 1，218，640 233，157 

言 26，976司462 2，798，947 
(金生成品川ハ (金生側に却
する比中529百j する比4-'46%

商
品
・
山
口
・
名
東
・
愛
妓
の
訪
印
刷
と
石
川
燃
(
能
登
)
と
で
、
こ
の
八
燃
で
会
一
生
所
高
の
九
訓
全
産
出
し
て
居
る
(
一
ニ
八
表
)
。

砂
糖
「
物
産
去
」
に
よ
ゐ
と
、
砂
川
相
の
生
産
高
は
千
八
十
七
高
斤
、
百
三
十
八
時
同
と
な
ゐ
が
、
こ
れ
に
は
鹿
児
島
・
沖
縄
雨
燃
の
分

が
令
ま
れ
て
い
な
い
。
明
治
一
一
年
に
お
け
る
大
品
琉
球
等
の
黒
糖
尿
制
は
二
千
二
百
九
十
二
高
斤
と
さ
れ
る
が
(
法
総
佐
々
喜
「
維
新
民
後

鹿
児
品
庫
物
出
入
比
較
去
に
就
て
」
一
肌
合
経
消
史
些
山
容
十
二
枕
所
牧
〉
、
そ
の
後
輸
入
相
の
陸
迫
の
た
め
産
額
多
少
減
少
し
た
と
し
て
も

明
治
七
年
国
の
我
同
金
惜
の
砂
純
生
産
高
は
恐
ら
く
二
一
千
高
斤
在
下
ら
な
か
っ
に
む
の
と
思
わ
れ
る
。

砂
川
州
の
う
ち
で
は
黒
加
が
米
、
立
優
位
必
占
め
て
い
に
。
そ
の
内
科
K

ぞ
み
る
と
三
十
九
去
の
如
く
で
あ
る
。

此
去
に
単
に
砂
州
と
あ
日
々
の
は
白
黒
い
づ
れ
か
不
明
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
、
主
要
部
分
は
恐
ら
く
黒
船
で
は
な
か
っ
に
か
と
思
う
。
更

に
前
記
の
如
く
鹿
児
島
沖
制
の
約
二
千
高
斤
は
思
加
で
あ
る
の
で
、
附
一
一
…
粕
が
全
く
低
位
に
あ
っ
七
わ
け
で
あ
る
。

砂
梢
は
師
岡
・
市
松
以
内
の
太
千
洋
斜
耐
の
諸
燃
で
生
古
川
一
さ
れ
、
閥
東
・
東
北
・
革
、
日
本
で
は
産
出
さ
れ
な
か
っ
七
。
鹿
児
島
沖
細
企
除

- 40-



く
と
設
放
々
も
つ
名
家
臨
が
故
大
の

生
成
州
加
の
五
梢
八
分
、
そ
占
め
て
い
た

手
心
百
六
十
時
斤
、
一
一
一
行
先
十
五
諸
問

六
割
、

740，O8211 
394，076 

iラ1，6つ8

198，906 

134，32号

142，り31

87，981 

128，022 

〔控J(38;3詮〉

1f t ロ Y，\~ I ， 104 ， 600 {J 

f号i}'Í~グ 746 ， 393

lii，j 1ft グ 483，914

/(i li[ グ 374，716

j民主f，♂ 254，750 

袋綴グ 2ラ2，737

IJ、u1グ 133，305

;r.j !IIグ 110，060

製
茶
茶
の

静
附
問
の
深
川
制
特
に
多
く
、
こ
の
一
一
一
前
勝
で

臨
席
鎖

1，977多少31

守，252，8541千

3，083，809 
り8，588

3，438，172 

10，873，423 

〔紗綾) (39ゑ〉

I~.~~ 在j; J1.lf 

A 砂 1m

，k fi舎 11)f
毛P 1i身

JIjJ， 

276，609fii) 

438，56ヲ
5，304 

( l"l1&ll)f 1 ，056警8501子

:f~jttmぷ{ .'XI，タ 1，075，106

l .，JJ;ヂ 98，588

i
 
iz e
 

自
民
燃
が
市
」
れ
に
次
ピ
ゴ
"
、
」
の
一
附
恥
で

ま
ず
そ
の
内
料
ル
認
出
し
て
み
る
と
凶
十
一
」
衣
の
如
く
で
あ
ら
。

沖
織
は
各
府
腕
で
生
廃
合
れ
て
罵
る
が
、
は
大
阪
・
新
潟
・
熊
持
・
滋
賀
・

高
の
一
一
一
割
、
生
徒
絹
の
四
割
や
出
し
て

3，460，47ラ
(会!joiifi:ωに主つ
する上!:;"I<i90%

"十

720，482 
90，ラ10

IJ、言 2，230，ラ44

紗 1m1，508，500 

3，739，044 810，992 
(似別品 :jj.こ~)(仙波綴に到
する比率34%}ずるん家事8%

f製薬 (40ll災〉

;jてお)n:子 8，338，06IJT- 446，2ラ安心j

滋賀 l係 1，581，110 758，933 

h'if 1，司グ 1，080，187 309，6ヲ。

誌上 10，999，358 1，ラ14，878

(仙波お附) (鮎波紋にお)
する比率62%1 ¥ずる比率3ヲ%J

41 -

ぷ111伐採

:;1-ハ
出
兄
島
・
沖
縄
を
掠
く
〉
の

的。G
各
府
黙
で
多
少
と
も

?
4
4
d
n
v
f
d
 

制
い
波
山
町
リ
λ

ノ
¥

し
て
活
ω

犬
同
O
荻〉。
れ
て
居

京
都
・
滋
賀
・

。〉

あ
っ

こ
の
五
府
燃
で
み
ん
生
産

2
1
u
r
E
F
r
 

h
F
h
V
H勺
鴻
仰
の
ツ

ぬ
ふ
設
は
小
間
際
ぞ
濯
…
践
に
石
川
・
間
島
・
白
川
・
出
絵
・
…
滋
賀
・
敦
賀
・
大
阪
が
主
陵
地
で
、
こ
の
八
浴
綜
で

の
七
錦
、
生
産



「
明
治
七
年

府
燃
物
度
表
」
の
分
析

ill 
日額

の
八
割
ぞ
産
出
し
て
て
居
る
。

日20，835[臼1

412，926 

36，229 

95，436 

109，108 

46，354 

211，382 

く41表〕

14，ラ65，998枚

3，047，334グ

76 ， 891~ 

98，0471/ 

1，229，437枚

884，348グ

ー陶

〔臨席類〕

悲

投 司王

投床

経

座

主t イ也

3 ， 840 ， 496fi~1 

184，836 

111，897 

164，681 

1，432，370 

府
及
び
山
肢
は
前
製
又
は
誌
製
の
ご
ざ
の
類
と
忠
わ
れ
る
が
、
前
者
は
熊
谷
・
一
ニ
瀦
・
白
川

の
三
牒
が
主
産
地
で
、
金
生
産
高
山
ハ
割
五
分
位
、
な
占
め
、
後
者
は
石
川
臓
の
み
で
る
一
惜
の
五

割
以
上
在
占
め
て
居
る
。

第油
類
四

類
油
類
の
山
竹
山
科
を
算
出
し
て
み
る
と
四
十
二
表
の
如
く
で
あ
っ
て
、
股
火
油
と
し
て

の
菜
紐
油
が
全
産
額
の
約
七
割
在
占
め
支
配
的
で
あ
っ
亡
。

菜
稀
油
は
各
府
燃
で
生
産
さ
れ
て
居
る
が
、
表
記
の
諸
牒
が
特
に
産
額
多
く
、
こ
の
十
府

燃
で
↓
全
館
の
四
割
五
分
や
占
め
て
居
ゐ
ハ
間
三
表
)
。

102，598 

452，386 

ラ85，418

5，442，252 

c;由類〕 く42表〕

5t~ YiJ1 iul 272，877:fj 

4，49JT:i 
170巨ま
299J]: 

5，521正I
67撚
483J.'t 

8，461石
11 J't 

12，129Ti 
145;j:lli 
40俗

l'!fl 

i'iJ] Ril1古lJ

7i 

F
1
3
t
r
a
t
r
、E
t

t:il 1'l l'!1I 

tRf寸泊
;11; 他

池f{J 

〔菜種油J C43~是〉

111口.l¥¥f: 2J，000干 400，OOOIiU

熊谷グ 17，501 99，328 

括主 ~'l グ 12，616 190，692 

プ(u反1f1' 12，258 214，121 

三減収 12，098 174，241 

三渡グ 11，764 178，752 

愛知Iグ 9，782 162パ58
4F グ 9，573 132，266 

奈良グ .8，引o 96，814 

1ft主1;1 1/ 8，492 141，054 

言 122，630 1，789，426 
(金生産尚間¥{金生成おiにm
する比ネ45%八する比さtA6%J

-42一、



て
そ

す
で
に
動
物
性
の
蝋
も
多
少

自授
業緊

地
ち
呉
川
部
地
方
と
加
工
川
崎
と
し
て
の
大
阪
と

れ
て
居
る
が
、
未
花
火
部
分
が
樹
討
を
原
料
と
す
る
総
及
ひ
そ
の
強
制
刈
で
あ
っ

従
つ

13，072ICiI 

134，961 

9，956 

69妻218

〔蛾緩〕

f !I~~~l\ 323，47分子

I III"j時ill1，22}，97ラ
大限府〈
! 'E妓 117，677

I ijfljjJ 538，19J 

第

五

機
器
削
州

227，207 

148，110 
115，3キ3

3‘27! 

17， l7l 

1"= II~f l'，lぷ水野'll2，096，789 

(-{立替え 1，720，700 
愛終パ削除 36，650 

l iifll:lf，3 167，294 

13ラ，78ラ

101，1ち3

10J，080 

3，334 

78，026 
10，491 

626，500 

8'J0，OJO 

4，955 

948，600 

134，300 

i!lJjlflt 

{波紋

三 1I長'l'{本智II

iぢil燭

数多1グ

111ログ

需を

っ
た
ハ
問
問
表
〉
。

91，901 
51，与ヰS

110 

20，818 

72，476 

31，6守3

18，774 

50，416 
iひき170

33，620 

43，790 

41，ヲ04

1，620 

;予f9，912

121，800 
ヨ川クf!Iと総
1えm広

i 斗ラ， 280~

207，500 
( 11品野rl¥

:fIlN[，¥、r!1タ{
i彰晃s.tj

366，663 
17，200 

f .tÞj~l\ 
小企ヂ〈
i緩i溺

1，08空会，832
(銚FW)
Tる比率6ヲ%

ララ6，675
1，00::> 
iラ8，585

泌

総

防

法

一

双

酬

明

i
i
a
p
、ii
z
t

グ色、1
J~λ 
火

43，524 

言1

一-43 

陶
器
類
二
百
九
裁
判
の
中
に
は
北
門
前
町
の
陶
際
線
と
瓦
及
び
誠
一
九
と
が
含
ま
れ
る
が
、

一
段
陶
器
卸
の
γ

荒
涼
地
は
蚊
ネ
e

愛
知
・
京
都
・
佐
賀
の
諾
綜
で
も
品
料
館
山
川
腕
で
み
一
生
時
制
の
約
五
割
ぞ
占
め
て
居
ゐ
ハ
四
十
六
表
〉
。

瓦
ち
各
府
料
マ
校
一
山
内
さ
れ
て
際
日
々
が
、
京
都
皆
川
以
下
火
の
金
生
産
額
の
約
ム
ハ
読
や
占
め
て
法
る
ハ
間
十
七
表
)
。

山
間
況
は
大
阪
・
東
京
・
一
段
が
主
陵
地

漆
器
類
漆
器
訴
の
生
成
館
一
九
十
二
高
問
問
弱
、
各
勝
訴
で
多
少
づ
え
ゐ

鰐
が
主
疎
地
で
、
会
館
の
五
鍛
冶
占
め
て
括
る
ハ
悶
八
表
〉
。

設
ω
T
L句
作
b
し

お
酌
町
三

i
J
-
r初
判
お
ノ

。)

殊
に
大
阪
は
そ

、
ノ
こ
o

J

寸
I

は
山
間
十
五
表
の
如
く

。。

れ
て
患
み
が
、
石
山
・
雨
間
・
若
松
・

-
大
限
の
五
府



〔陶器類J(45獲量〉

一義支持，iliffJ1 746，0 l7!l1) 

ぉ 61う，12う

730，8容器

「
川
町
♂
治
七
年

i応

〔一般総務〕

2，0ヲ2，030

く46表〉

ー、;
 

'の
P

石
川
燃
で
は
紋
・
総
領

e

行
段
9

犠
議
謀

、
主
一
嬰
生
漆
織

会
脇
締
ヱ
類

山
町
燃
料
派
公
」
の
分
析

172，7121111 
72，905 

65，予25

52，882 

紋-1j1-1¥¥主

主芝女nグ

ぶ事(， I{';f 

ii怒 f主1(~ w保
持一…ー…

j係
ゆCト

金
州
脳
細

ヲ

}
2
こ

Ifr 
仁i

364，024 
(制強制に:i対i付守
ち寸「る上比tさキfド1古外1刈4必8芦%6 

〔玉瓦L) (ひ47若談授〉

J;r事li!l￥ 72 ，660UiI 
3経必 11探 43，3菩j
!lrねグ 42; 120 

愛知テ 38，617 
111主 1;1 グ 36，838

主主:t~ グ 30パラ。
1立グ 29，388 
よれよj[ グ 27，248 
三三 1m グ 24，171 
jjF グ 20，140

言l鴫

、
京
都
府
で

島
全
日
採
む

こ
ノ

J
4
H
Hパ
v

守
主
要
産
物
で
あ
っ

-
新
山
仰
の
諸
M

腕
と
大
阪
・

の一

m叫
仰
と
が
そ
の

れ
て
語
る
が
、

制
の
半
分
令
市
め
ゐ
ハ
出
回
九
表
)

0

・
針
・
鋲
及
む
お
い
館
会
凶
細
工
物
が

れ
て
居
る
。

釘
M
M
敦
賀
腕
ル
筆
頭
に
椛
仰
向
・
新
潟
・

が
、
生
産
棋
に
つ
い
て
内
採
や
み
る

の
如
く
で
あ
り
心
。

209， 8471UI 
112，388 
98，6ラ7
ラ3，683
47，360 

[犠務委葉J

iも長!i1¥¥長
愛知1 グ

大阪府

新潟{際

t..f[ J:k J夜

521，915 4
3
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の

ウ

ヴ

t
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4
R
q
L
n
u
ζ
J

g

一環

r
フ

v
h
ノ

弓

3

3

3
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n
v
o
o
Oノ

7
a

疋
J
V
0
0

・41
F

H

ノ

f

a

¥

G

o

t

-

〔会磁総ヱ葉室〕

止1

主ト

-
飾
叫
・
石
川
・
出
削
れ
仰
の
訪
燃
が
主
後
一
地

、，
o

“k
九

441，881 

持
品
(
の
他
の

1，ラ37，267

-c 
心
凡
パ
求
・
仰
い
ピ
設
ぷ

c

i
t
-
-
i
J
J
C
C
 

Jt:也
{i;，MiAifllごU.1j

瓦i

の
生
路
地
で
、

36-;，983 
(制約iにお)
ずミ与え，*159%

ー一色
川
村

w

)

の
七
庶
務
で

は
大
分

く48君愛〉

109，うタヲuu

104，536 
101，966 
79，035 
67，123 

ci祭器類3

7fT 111 延長

;ぷ li'議グ
去を内総 F 

J文事li1I';f 

メt阪グ

462，254 

(組側げつ
する比叡鉛%

言i

-
償
蕊
・
乎
文
惑
が
、
大
阪
府
で

-
大
阪
で
生
産
さ
れ
て
い

て
語
る
ο

々
の
生

-44-

一
定
せ
ぬ
の
で
、

m
m
u
見
守
出
し

り

0

0
一
期
綴
が
主
産
地
で
、
こ
の
こ
鯨

の
み
で
金
生
法
強
の

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
新
潟
鯨
が
最
大

ヱ
類
は
主
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続
緩
和
紙
の
製
惑
は
常
時
軍
要
な

d

u
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昔
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一
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レ
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q
勺
《
介
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一
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係
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Q
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む
九
υ
f
O
1
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円
V

一K
u
c
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レ
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t
'
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内
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つL
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ぷ

つ
ι

一Q
M
J

“rふが

:，

m
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ト訣

1
4

一つ
-
λ
い
;

耳

切

一

必

ず

戸、d

一
，
，
gas-

、

f
t
、、
〕

M
W

グ

グ

グ

グ

グ

縦

u
知

泌

総

際

立

〔

山

内

約

愛

山

市

約

第

七

諾
器
械
鎖

の
一
で
あ
っ

一
成
し
な
い
の

や

、亡

と
は
で
き
ぬ
が
、
そ
の
今
一
政
一
織
は
二
八
去
の
よ
う
に
五
百
十
六
湾
同
余
じ
挫
し
て
い

ち
こ
れ
に
は
多
少
の
紙
細
工
如
、
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
絞
の

捕
の
…
…
五
%
沿
い
ね
め
て
首
枚
々
占
め
、

の
諸
版
科
が
主
産
地
で
あ
っ
た
ハ
五
十
一

裁
は
山
口
抑
制
が

前
・
愛
媛
・
涜

m-
・
京
都
e

大
阪
・
新
議
・
締
閥
的
・

あ
て〉

附
・
蔑
ぬ
・
名
東
・

部
-
県
民
等
の
諸
府
擦
の
和
紙
生
箆
ち
相
常
の

-
長
野
・
宮
城
・
政
賀
・
石
川
川
・

あ
っ

な

の
如
く
で
あ
仰
心
。

に
諮
問
得
綾
翻
と
あ
ゐ
も
の
の
中
に
は
鍬
錯
の
頼
か

ま
で
緩
ん
の
用
日
付
が
合
ま
れ

し
て
み
る
と
五
十

的
日
比

H
A
ぺ
類
に

上
か
ら
み
て
支
配
的
で
あ
っ
た
の
は
嫌
。
鍬
及
む
鋤
一
で
あ
っ

が
、
こ
れ
ら
や

45 

-
鋤
・
鍬
・
新
仙
川
・
昨
銃
(
・
陥
・
臼
・

-
初
中
・
鱗
慌
・
紙
一
日
間
率
・
側
代
切
等
身
令
締
の
長
H
A
が
λ

(

ぬ
ま
れ
叫
々
が
、

此一一

0) 

く52若貴〉

807，10ヲ1111

299，363 
572，057 

929，410 

351，ヲ89

IOJ ， 926 

(諸務純懇3

1見共支え

続殺・製糸
鎚i色JI;.1没後
rlUllJ'I: 

銀・鈎・ 3手
j包了。M

J!( 'liJl ヂ立

i偽守主主H

J~ 位

材
料
消
然
海
父

3，060，854 

〔幾兵〕 仁53表〕

;{~土 31 ヲ， 2901111

~~ 318，043 
i!IJJ 82，356 

金
銭
共
生
産
補
の
九
割
近
く
や
占
め
て
い
記
ハ
五
ト
一
一
一
表
)
。
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i
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区
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町

一

夜

ね

潟

災

政

m
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;
-
E
1
1
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、

!

;
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1

お

μ
砲
事
ヨ
メ

ι
k
J
U
U

司祭

319，050 
(会11'H
;¥l，¥Jする上とす';39%/
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玄~する JI:俗的%
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「
別
治
七
年

府
附
刷
物
皮
表
」
の
分
析

111 
口

農
具
類
も
各
府
腕
で
生
産
さ
れ
、
地
域
差
は
比
較
的
す
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
敦
賀
・
山
口
1

新
潟
以
下
表
記
の
八
府
牒
が
金
生
産
額
の

四
割
近
く
在
占
め
て
居
る
ハ
五
卜
凹
表
)
。

織
物
そ
の
他
の
製
法
用
共
に
は
綿
繰
・
製
糸
・
織
物
・
醸
造
・
製
油
・
茸
刻
等
の
用
共
類
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
中
の
六
割
は
綿
繰
・
製

糸
・
織
物
'
叩
ち
繊
維
工
業
に
闘
す
る
用
共
で
あ
っ
七
。
こ
れ
ら
の
製
法
器
共
は
各
府
燃
で
少
し
ず
つ
L
生
産
さ
れ
ー
地
域
差
は
す
く
な
く
、
僅

か
に
京
都
府
が
そ
の
生
産
額
柏
々
多
額
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

鋸
・
庖
丁
・
飽
・
斧
の
類
に
は
外
に
銚
・
盤
・
鎚
・
小
刀
・
山
刀
・
錐
等
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
は
餅
及
び
庖
丁
が
生
産
額
最

も
多
か
つ
に
。
ま
仁
地
域
的
に
み
る
と
、
飾
焼
・
堺
以
下
弐
の
七
府
燃
が
産
額
多
く
、
こ
れ
ら
の
う
ち
堺
・
敦
賀
の
雨
燃
は
庖
了
の
特
産
地

他
ほ
概
ね
錨
の
主
摩
地
で
あ
っ
た
ハ
五
五
表
)
。

事
柄
類
に
は
人
力
車
・
荷
車
・
小
事
・
騨
説
草
等
が
あ
る
が
、
入
力
事
及
び
荷
車
が
支
配
的
で
あ
つ
に
(
五
六
表
)
。

〔銀飽斧庖丁類J(55表〕

飾腿l隊出，779UiIr内，鉛生白紙玖21051)
i 重住 I! 17，414 J 

くi勾，J也了生産官¥42，814 ) 

(1村，~}生産額 2ラ，393 ) 

(1勾，奴ー生産額 13，5.39 ) 

新潟l係 20，086 (1)ョ，鉛生産額 久756 1， 
J@了グラ，157

)'ÍCI~ グ 18，463 (1λJ ，鈎1~f:j反抗il 16，053) 

車止ま1グ l干月94 (1竹，J包T.'/ 14，2.31) 

7汁 231，078
(会f凶紅lに約)
する比率65%

[車購類J(56表〉
入力IjI 14， 205ft 

不:j IjI 6'，706 

:Jl: 也 618

;H' 21，529 

249，411fiil 
36，184 

13.，768 

299，363 

45，624 

31，624 

31，008 

J1~ 

求者[Ifli'

プ(s反グ

グ

こ
れ
ら
の
草
嗣
知
、
は
東
京
・
大
阪
・
愛
知
の
三
府
脱
が
主
産
地
で
、
こ

の
三
府
燃
で
金
生
産
額
の
五
割
や
占
め
て
い
に
(
五
七
表
)
。

-46-

鍋
釜
如
、
も
各
府
腕
で
生
産
さ
れ
て
居
る
が
、
次
の
諸
燃
が
比
較
的
重
要

な
岸
地
で
あ
っ
た
ハ
五
八
表
)
。

〔車線類J(57表〉

)jL ].1¥ m: 76，638[01 
}( filJ:グ 53，282
愛知 I! 21，208 

;iI' 151，128 
( 会釘制!I
寸す匂る比率50%1

〔鍋釜類J(58表〉

プード反 ni' 72，310[iif 

プ三王子 I\ì~ 45，954 

111 仁lグ 41，706

三:ilミグ コ 29，233 

示日附グ 27，7ラD

務 i~.. j グ 24，413

Jcl.'j ::Eグ 21，402

j材木グ 21，251 

~I' 284，019 
(会fmllqJ)
する上とさ十三50%



控
料
類

肥
料
0) 

生
湾
物
で
あ
っ
た
の

は
合
計
三
百
五
潟
M
M
余
に
及
、
ぶ
が
、
そ
の
内
綿
糸
}
写
出
し
て
み
ゐ
と
五
十
九
表
の
如
く
で
わ
る
。

油
粕
も
亦
敬
一
…
嬰
な
経
科
で
あ
つ
に
。
各
府
牒
で
生
産
さ
れ
て
ほ
拍
み
が
、
主
要
生
産
地
ほ
大
阪

府
以
下
次
の
五
府
腕
で
あ
っ

人
誕
尿
が
槙
格
に
見
紛
ら
れ
て
い
る
の
は
京
都
・
斡
奈
川
・
埼
支
・
議
符
の
問
府
抑
制
で
あ
る
が
、
腿
倒
的
な
の
は
京
都
府
で
、
憶
は
一
部

分
が
貨
幣
化
さ
れ
て
い
ね
に
す
ぎ
な
い
〈
六
十

九
四
…
粕
及
び
ヂ
鰯
の
内
料
は
「
物
産
十
数
い
に
よ
れ
ば
魚
粉
ニ
セ
閥
、

O
七
O
M側
、
子
抑
制
一
一

O
、
八
一
八
四
闘
で
あ
ろ
。
し
か
し

に
は
北
海
諮
の
物
夜
、
か
全
然
欠
除
し
て
わ
ゆ
る
の
で
、
魚
料
の
や
に
は
駒
郡
粕
が
全
然
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
北
海
道
の
鯨
帖

つ

況

ニ

O
、
一
ニ
ム
ハ
五
M
M

に
鰭
る
〈
開
拓
使
事
業
報
告
第
三
編
)

0

・まに、

に
こ
れ
み
ぞ
記
し
た
蘇
も
あ
刊
の
。

に
お
い
て

て
は

「
物
産
表
」

〔肥料警護} (59塁走〉

主主 ttl 882，7531nl 

人総 YJt 833，256 

魚tl'12え之内議 484，954 

~.~ 1m 846，429 

言 3，057，391

絞
時
間
狭
間
関
究

九
九
，
二
六
七
石
、

は
肥
料
の
部
の
外
に
魚
の

Jl6，090[til 
81，847 

76，613 
6ラ，772

55，83ヲ

く603受〉

406，423ヨ2
907，4751'1: 
岳61， 007 Jf~ 

170，960::民
14，694駄

s!Ii給j

メ〈奴 1M'

愛知!I広

7市tグ
);(布日諸手

ゴモ j込M¥f.

魚
類
の
郊
に

3ヲ6，161
(会~t:: jffi:iá1にEう
するJ:!;!'l'145%

〔鍵熊J(61差是〉

i ヲ宍 1，718，247.jllj 
泌総: 一
"l M 14，318，72ラグ

士なヨi.1係 人以 18グヲ'0，260肉

料奈Il!1/ iq犯 行，250手if

熊谷グ人主~ 27，313!<lf 

言i‘

107，39Jfrn 

644，342 

13，328 

5，665 

2，531 

れ
た
千
磁
の

に
つ
い

る
と
、
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833，2ラ6

1，520，365Inl 

98，015 

121，144を

95，185 
28，651 

34，00ヰ

32，68ラ

36，027 

42，680 

2，008，762 
.(金生成紙i之総)
する比率鈍%1

〔主義給・ニF鰯〕 く62荻〉

北海j危惨lî キI~I 2ヲタ，267統

i子綴 1，651，395災;
瀞i"Yfil¥¥i¥:
tさすj ~'l'1 724，0601/ 

i干鰯 1，161，528グ
千葉引
i鰯オイ 280，08合グ

還を主主グ 鮒 す'l'r 131多お3グ

ヲ{jj祭グ餓!fli 83ヲ，080グ

愛股グヂ喜怒 212，6291/ 

料用 F 二子 11tfI 53，95:lf)三



「
明
治
七
年

守
添
削
刀
校
長
『
つ
去
仔

員

長

4
白

一
d

L

t

u

ノ

J
3・

111 
n 

丸
、
ム
ハ
悶
九
附
で
あ
"
。
の
で
、
干
鰯
の

ニ
問
。
、
五

一
三
皆
、
九
兆
八
附
と
な
り
、
最
も
寂
w
w
h仏
鵠
入
肥
料
で
あ
っ

九
割
問
分
々
占
め
て
法
る
ハ
六
十

布
以
外
に
も
肥
料
の
械
類
は
か
な
わ
り
多
か
つ

こ
の
一
選
六
抑
制
で

-
一
口
問
司
-

お
山
川
咋

U
Hド

-
愛
知
・
青
森
の

-

5

h

日
H
W
市
H
H

・
ム
同
市
H
H

・

3
H事
ψ
F
.
b
w
Z亭
a

-
干
粕
・
品
開
山
川
総
務
・
や
同
則
禁
・
京
挺
・
次
・

(五〉

一
三
三
五
ム

η
昔
た
い
安
勿
o

t
Y
7
8
b
会
予
告

n
ノ
PTιμ
刈
守

の
よ
う
に
、
第
始
生
産
物
の
舵
額

14，56う，405fnJ

ヰ晶〆臼OJ
 ，
 

oo 
}
 

r
f
号、。。

含
Ji
i
 

E
Y
 

A
均
0

・
つJ

，
 

ru 
サ

i
内ぷ

'
 

匂

f
、a2
2
1
6
a
a
J

1，566，26ヲ

2，778，446 i 
2，688，721 I 
1，633，528 7，478，000 

36君，434 I 

8，871 

33，128，714 

〔原始金獲物〕 く633畏〉

i本オ:f廷 2，362，08ラjれi

I~Jf {;f( 6，041，696 

1* Jli( 2，272，728 
林獲物〈 ' 
.主主 張 Ji.fi 3，092，将2

'，1 芸員 621，531 

Jt:11自主的fきま(( 174，683 

( ff.¥ ダト fil 6，984，37ラ
水産物:
?楽器r( 2ヲ1，970

i売さ・ 1H・;if，JI
綴重量物~;}:lHr[

1ミ五平;1)話tゴ二実il

1 Lド 主立

!よ長 おI

号寝室主物 :.:!~1出命r~)u:良

i皮 F下級

¥Jlj 爪 11ミ

2，242，695 

同
と
な
る
。
従
つ

こ
れ
ら
そ
す
べ

と
、
魚
粕
及
千
鰯

は
北
海
遊
や
策
…
凶

い
と
が
わ
か
る
。

そ

る
と
.
糠
・
酒
粕
・
焼
附
粕
・
替
治
的
利
・
一
樹
紅
泊
料
・
味
淋
粕

・
鉄
骨
・
魚
品
目
等
で
、
各
務
懇
で
夫
h

パ

れ

て

い

千一一一宵刊誌
M
M
余
に
能
生
涼
一
物
抗
期
の
約
九
%
な
占
め

ゐ
。
完
も
、
こ
の
中
州
品
制
裁
物
柄
引
額
七
百
関
心
i

誌
凶
余
は
明
治
七
年
の

現
在
会
お
で
‘
そ
の
が
ヤ
の
産
額
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
総
計
傾
は
お

記
よ
り
も
制
約
々
少
額
と
思
わ
れ
み
が
、
大
関
の
は
常
は
つ

ぅ
。
そ
の
内
持
を
み
ゐ
一
去
の
い
州
く
で
あ
る
。
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あ
/;J 

林

産

物

木
材
…
強

木
材
鮪
に
は
各
叩
仰
の
丸
太
・
角
材
・
板
期
が
ふ
的
ふ
か
れ

ゑ
で
も
な
く
、
各
成
都
と
も
こ
れ
か
}
生
産
し

》

O
zh 

仰のが、

尚
三
r
-

d
ι
?目'ノペ，

-
氷
川
伴
以
下
次
の
諸
府
騒
が
主
搾
地

こ
の
十
七
府

鯨
で
会
生
十
同
額
の
六
五
%
や
占
め
て
い
た
ハ
六
十
間
十
数
〉
。

新
制
州
込
各
府
部
で
す
向
山
内
さ
れ
、
機
域
殺
は
比
較
的
す
く
な

い
。
務
…
額
十
両
附
以
上
の
地
方
は
六
十
一
一
一
高
村
内
の
山
口

薪
要員

ー
〕

41H



〔木材類J(64表〉

熊谷 I~n 1 45，792 fi il 
ï~i i!?J グ 134，206

*i守E グ 129，074

愛知グ 124，719 
4さ J:tグ 109，074
滋 1'{ グ 107，789

%Ji jll グ 104，385
栃木グ 103，189 
111土J;1. グ 76，072

r:t千7 グ 74，835

干i1/1グ 68，427

山対lグ 55，281 

三京グ 54，360 
l'i Jl[グ 51，0)9
fll:~k i! 1 グ 5J ， 560

li( ，j~} グ 50 ， 443

)J~ 本訪日干 50，197 

iiI 

決
類
も
故
荒
川
単
位
が
一
定
せ
ぬ
の
で
、
生
産

数
宣
伝
一
不
す
こ
と
は
問
雑
で
あ
る
が
、
そ
の
的
摘
は
前
記
の
如
く
二
百
二
十
七
時
制
に
及
ぶ
。
や
は
り
各
府
保
で
産
出
さ
れ
て
居
る
が
、
そ

の
中
五
時
凶
以
上
の
産
地
は
京
都
府
以
下
弐
の
諸
府
廊
で
、
こ
の
十
一
府
将
で
金
生
産
額
の
六
割
五
分
そ
出
し
て
い
た
(
六
十
五
表
)
。

皮
葉
類
の
中
に
は
ベ
以
北
葉
・
制
の
外
誌

-
f
・
陵
・
間

皮
葉
類

〔炭類J(65a!り

jj(事日 lI~f 681，6481til 

4女n[I，li¥ 192、005

民 J:!j グ 131，744
不干 jll グ 94，504 

JE tl'] '/ 6) ，299 

1渋谷グ 男、638

務潟グ 53，879 

千'i¥'lグ 53，202

，'，百 j:nグラ1，716

111 rl グ 51，188
j占紋グ 日，941

二 1，480，764
(会f悦飯山つ
するよとるド65%

1，489，412 
(釘悦矧に別)
する比ネ63%)

京
都
・
長
崎
'
新
潟
・
埼
玉
・
熊
谷
・
栃
木
・
奈
良
・

ニ
重
・
度
合
・
岐
阜
・
長
肘
・
水
津
・
石
川
・
曲
目
同
・

島
根
・
鹿
島
・
名
東
・
愛
段
・
高
知
・
白
川
。
宮
崎
の

諸
肱
で
、
こ
の
二
十
二
府
腕
で
金
生
産
相
の
七
割
そ
占

め
て
庇
ゐ
。

器
類

杉
皮
・
柏
皮
等
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
内
伴
在
算
出
し
て
み
る
と
六
十

〔皮禁緩)(66表〉

会~ i'1I'i 1，794，の28[JiI

tf'i' 628，091 

Jじ 1m 670，363 

百十 3噌092，482

六
表
の
如
く
e

で
あ
る
。
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桑
葉
の
主
産
地
は
熊
谷
・
栃
木
・
山
梨
・
筑
摩
・
長

野
・
昭
島
等
の
主
要
義
諸
地
で
あ
っ
て
、
こ
の
六
牒
の

産
額
百
三
十
一
時
間
余
に
及
び
、
会
生
産
額
の
七
割
一
二

分
必
占
め
て
居
る
。

津
・
岐
阜
・
静
岡
・
熊
谷
等
の
主
嬰
製
紙
地
又
は
そ
の
近
在
で
あ
っ
て
、
こ
の
八
燃
の
産
相
四
十
高
岡
に
及
び
、
金
生
産
額
の
六
割
四
分
そ

桁
の
生
産
地
ち
高
知
・
愛
媛
・
前
向
・
敦
賀
・
水

占
め
て
居
る
。
山
口
鯨
も
重
要
な
梢
生
海
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ゐ
が
計
数
の
報
告
が
欠
除
し
て
居
る
。

水

産

物

魚
介
類
魚
介
類
の
蕗
額
は
「
物
庄
一
次
」
に
よ
る
と
前
記
の
如
く
六
百
九
十
八
広
岡
余
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
北
海
道
の
斥
額
が
全
然
入

約
淡
町
市
下
研
究



「
間
別
治
七
和
十

mw
分
析

っ
て
い
な
い
。
し
か
み
じ
北
海
道
の
明
治
七
年
に
お
け
る
魚
介
総
合
内
閣
は
二
百
八
十
高
額
必
結
え
て
い
七
の
で
あ
ら
か
ら
〈
間
持
徒
事
業

〔魚介護襲J(67表〉

世~ヲ55， 581~ l!

~~ 420，η22 

!it'¥! 326，571 

附 211ラ840

ffj，!i 175，915 
設さ 114，480 
位 180，406

銀 141，360

ぬ紋 285，950 
;!t: 1a. 4，172，250 

言1・
161，7151i1l 
226，524 

327，410 
103，979 
69.，528 

株約

28，6吾71111
121，144 
34，004 

[鰭)(68後〉

Lldi羽 子会話

37，873nll 95， 185[nl 
7，36ラ 98，015
273，ラ53 19，852 

103，979 
33，501 

や3t~tWI\

i将f校?グ

愛知グ

::WJIIグ

愛終グ 36，027 

言t 889，156 
(州慨に針)
ずる土己主宇162%

111 
Q 

‘
こ
れ
か
一
湾
臨
に
入
れ
ゐ
と
‘
魚
介
鎖
の
総
額
は
一
千
高
日
間
近
く
に
な
る
。

6，984，375 

2主主

一;仮
定介
せ類
ぬの
。〉穏
でが!
tま
Z河

フ
永
、で

も
な
く
極
め

あ
っ
た
。
夫
々
の
漁
務
数
哉
は
球
佼

こ
と
が
で
念
な
い
が
、
漁
謹
高
十
部
組
以
上
に
及
、
ぷ
主
な
も
の
ψ

そ

か
ら
整
理
し
て
み
ゐ
と
六
十
七
去
の
如
く
で
あ
る
。

明
川
右
に
は
直
議
燃
料
と
し
て
製
惑
さ
れ
七
千
綿
糸
び
鰯
料
仰
の
慌
絡
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
や
蒋
臨
す
み
と
簡
の
漁
襲
高
は
つ
間
関

0
.
五
一
一
一
五
間
と
な
る
。
ま
士
、
右
災
に
は

的
が
合
牛
小
れ
な
い
が
、
間
関
誌
の
腕
総
務
高
は
明
治
七
年
、
一
一
、
間
六

・
網
鯨
・
鯨
綴
等
身
合
む
)
で
、
腕
が
食
時
わ
が
開
設
大
の
漁
純
物

。
ま
亡
、
明
治
七
年
北
海
道
の
鮭
漁
綿
一
向

の
内
地
漁
務
…
高
や
加
算
す
る
と
問

前
記
の
よ
う
に
北
協
活
の

九
も
ニ
…
一
郎
(
絞
粕
。

で
あ
っ
仁
こ
と
が
わ
か
る

は
二
五
九
も

- 50 

一
一
一
一
五
階
で
お
ゐ
の
で
ハ
舟
上
古
〉
、
こ
れ

六
間
一
一
間
と
な
り
、
倍
以
仰
に
衣
ぐ
漁
澱
物
と
な
る
。

揺
の
主
産
地
は
知
多
半
島
近
在
、
常
持
印
路
島
灘
、
語
総
数
山
町
、
伊
浅
沼
山
杯
、
加
賀
渋
川
河
川
県
吋
で
、
こ

れ
ら
の
地
方
冶
ち
つ
上
記
の
五
終
で
、
会
関
漁
獲
高
の
約
六
判
例
治
市
め
て
い
ね
ハ
六
十
八
茨
一
〉
ο

産
地
は
熔
戸
内
潟
、
九
苅
筑
前
市
潟
及
び
日
本
格
方
街
の
敦
賀
e

行
問
・
山
一
口
一
問
問
・
品
川
市
の

似品
諮
抑
制
で
あ
っ

制
叫
ん
は
取
は
箆
売
品
服
か
ら
北

終
漁
撲
出
の
九
議
虹
く
や
い
の
め
て
い
に
〈
七

十
一
一
↑
綜
で
全

4民

f
f
ん
の
心
太
平
洋
消
却
で
ネ
夜
地

鹿
児
島
腕
ち
、
…
必
殺
端
で
あ
る
が
も
肉
料
の
漁
滋
高
は
欠
除
し



〔鰯 〕く72塁走〉 fこ し、 JJf 〔悶〕く693交〉

平iJJI ~涼 21，967r.n 0 fift li~~ tこ ifi)i し間的汗!係 17，389/lil 

~.% 手'x "t~ グ 17，076 本はち pくhではて lま、 fil司J[l 9，532 
州言各会 存い士主:

お下 ~~~~ l，fhJ グ 1 [，509 でう地土地 7こ 1I守小川グ 33，433 
m 
必 llxグ 6，34'1 もまで三はで:じ!限 En，I:J /J 12，435 

fiJl 
クJLL- ，i:!i tRグ 6，575 ?;f;で J魚川げな 五 日0，4)0時ち漉一」4V51-E-P  1t 4 jJ Z i Ilfj グ

it'i [11 グ 7，096 はなさ さ一、才 y[ グ 28，431 

111 r:l グ 54，00) 千くれ れてう 111 愛!(ミグ 4CJ，921 
表二lt jニ て O 日

28，416 
124.567 . 1fii:が 府

J日l勺弓、面;，¥[品jグ

(会問山1)P; 泊 rコ "児 主主 1f{グ 16，33ぢ
する比今'71% カミ IO; カく 1m 1i)[1 グ 15，098 

。 第城
、

J. i~ i::~ j，Y，jグ〔喋 J(73君主〉 Lb J11t1J5 Flt 石
16，171 

~I:f 品x !i，!-f: 12，916[iil ij{ の並 }II 見 nJliグ 17，948 

干i}JI グ 15，546 の五百に ji深 却/;ぷY lhil奈川lグ 15，851 

f庁 JII グ 11，169 
訪れs 1::1 以L iit 3J2，360 
ll深でオ海ぇ i十1 1侍 (会附i山古)

宇土 "{'{ 1/ 27，259 ~、 、 。コ 1t する土七十j72%

~~::.~ I品iグ 21，158 で同泊 日 ひ〔隆 J(70~交〉
」ー、iソ1ー)~手a オヰ [i，長?午 11(:): t!lt~ 16，784fiil 

88‘048 オL 0) 0) j紅 H1J ，;':i mグ 33，337 
(会if， f仔 |売qを~ノノ1 恥山 ゲH 42，281 
する上とタト¥77% 漁獲 fげfなE jil ]手

カ、 JiT 手1I::fAJlIグ 38，8)0 

〔鮭 J(74~長〉 し高~庁 京 11手皮千7グ 44，050 

tf手 !U，f: 58，674[liI ては川
L凡m司E 

主ィ、 ì~r A会 グ 2ヨ，435
居前 な

判ii幻グ 46，305 ，四';;>七[と1寸c"!j正F -，>- i'¥そ lJ止[i司グ 10，039 

フ1<-jl;'グ I7 ，31 7 がの ft
j也 j¥ll， )E-I丙グ 23，059 

、 立日 じ に千葉グ 13，12晋
il"I [I]グ 13、181 く r'iH L 

心 一同 ヨミ ‘、) 本rr治グ 9，6ヨ0
135，477 れs -1- 0) 言己 ~G :v主峨グ 15，036 
(州IMUSty)は六諸 。〉

ペ?と fl干iiiiグ 9，46) 
するJ七サ131% 主rr高 !係 ーじ

1P.:J 弱!ul 主が 'lI1l3g 13 ち ~':r JjJιJと 11，877 
〔鰻 J (7S塁走). じ つ 237，883 
JlL五(/(1' 17，0-27[i;] *、 F2 1一5、 三ミ (会if.((JI'f (:î に~)

千葉 W~~ 13，283 1~~ 全地 自I!i: 言己 するJt守88%

間で l(fJ σ〉 〔節〕く71表〕
;初治グ 13，638 岩のあ 目芭 Tt.と I{~~: l~涼 77 ，379[il¥ 

愛知11/ 11，842 予約つ
一p」ll ll埠J1r口グ 21，025 . /~ j.こ 。〉 で

治絵 F 札制酒害ijfG 戸じ 金千葉グ 19，959 

れjrll 1/ f 竺-z:土 安リ 515 7刊i~ 及ァJ， 33，688 
7.e 。)γ.I，f[i係

;;i' 86， 544 ~:!Í め量そ I~í 
♂七 152令051

(会漁獲，;山n慌て Y め (制他
FるJI:+61;活じ 弓ふど J'るjとす、729o

あ U、 て 7f! 
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「
附
則
治
七
年

つ忠、
J
ザ
付
句

。u町
/
ノ
み
を

[1 ! 
仁I

っ
た
ハ
七
十
四
表
〉
。

鰻
は
各
地
で
漁
蹴

沿
い
肉
め
て
活
み
ハ
七
十

烏
賊
(
路
沿
含
む
〉
も
各
地
で
換
獲
さ
れ

〔選議綴〕 く75表〉

手iJJII .~際 10吾妻712UlI

t壬山守グ 39，660 
.r.~ JiX.グ 20，084
メ〈手:r !/ 17，282 

~'fr JJI グ 16，712

*i彩グ 10，514 
4、合!/ 10，264 
石JlIグ 10，234

-
新
治
・
愛
知
・
陥
松
・
国
間
山
の
諮
鯨
が
比
較
的
'
漁
獲
高
多
く
、
こ
の
六
賠
で
ふ
一
躍
の

〔潟潜〕く773長〉

五ミ〉支持子 40，476[rll 
r;奇;:与 J¥¥f， 32，034 

72，罫10

(釧書派)
綴ω71%1

に
鳥
取
・
大
分

・
水
津
@
小
〈
ぷ
・
石
川
主

五一寂)。

々
が

佐
渡
ハ
和
川
勝
〉
及
び
長
崎
線
五
お
が
最
も
重
姿
な
海
地
、

如
く
で
あ
る
。

鯨
が
・
次
い
で
い

二
九
一
、

(公似
?すナjナ刷る比5卒;芋~8別1%

/〆

〔漆類JC76~災〉

Ib lli 220，083[1¥1 
if正 子宮 101，451 
フミ l.t 39，015 
字詰 lli 36，647 
布iI王子宝 30，762 
3定率n;(ri 15，604 
Jl:・ 11ft守 63，76'ヲ

首 507，331

藻
類

九
七

O
闘
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は

lit 

や
は
り
北
海
道
の
路
樹
が
入
っ
て
い

九

九

、

O

J
'
H

、，hv

明
治
七
年
に
お
け
ゐ
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一
一
一
五
、
一
一
一
六

闘
で
あ
る
か
ら
ハ
開
拐
使
事
業
報
告
第
一
一
一
編
〉
、
藻
娯
産
額
は
会
畿
で
五

G
七、

ゐ
。
そ

の
内
緯
ゆ
ぞ
み
る
と
七
十

昆
布
は
大
部
分
が
北
海
道
で
庭
山
川
崎
、
ず
れ
化
。
海
苔

鰯

産

物

金
額
錦
駿
一
類

や
は
り
数
笠
単
位
が

7こ

噌}れ

の
は
{
広
域
・

の
如
く
東
京
及
び
鹿
島
燃
の
潔
額
が
交
際
的
で
あ
っ
允
(
七
十
七
夜
〉
。

ぬ

み
る
と
七
十
八
訟
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
畿
で
あ
る
が
も
識
は
門
的
持
は
未
花
殆
ん
ど
砂
倣
か
ら
製
録
さ
れ
て
い

務
問
・
猿
島
‘
北
保
・
小
田
の
諮
問
料
で
、
こ
の
ム
ハ
擦
の
生
産
額
つ

O
九
一
、
一
間
関
揺
に
及
び
、
金
全
線
州
酬
の
九
耕
一
分
身
お
め
で
い

-
岩
手
等
の
東
北
地
方
で
あ
る
が
、
こ
の
地
方
の
生
産
額
は
米
記
念
生
産
相
の
五
分
程
庶

こ
と
は
密
維
で
あ
ゅ
の
が
ら
生
産
額
に
つ
品
。
そ
の
内
科
在
算
出
し
て

税
つ

は
山
陰
山
間
隔
方
制
の
鳥
取
a

島
根
・



江
戸
、
ノ

7

t

A
寸

-
r口

河
川
山
円
一
日

7

ふ
ラ
一
色

9

6

4

一

o

qJ
〆
U

T

i

-

フ旬

、
』
ノ

q
L

つ

ム

…

z

y

端

一

同

J'

一

(

法

汝

川

市

一

日

正

主

主

一

'r

銅
の
滝
川
酬
は
純
計
五
、
三
八
一
二
、
二
六
八
斤
、
八

O
八
、
六
四

O
回
以
上
に
及

相

慰

一

今

日

〔
銑
鋭
銅
一
ん
で
居
る
が
、
主
要
産
地
は
院
内
・
阿
仁
・
小
坂
等
の
織
山
φ

ぜ
も
っ
秋
田
牒
及
び

別
子
銅
山
の
所
在
地
た
る
愛
妓
牒
で
、
外
に
大
阪
・
奈
良
・
筑
摩
・
若
松
・
島
根
・
岡
山
の
諸
燃
が
産
額
多
く
、

告内
V

〔金銀錦織類J(781&) 

金 13，936Ul!
n~ 79，545 
;íJ~ 808，640 
~J'~ 1'，198，272 
!IT 1余絞 66，579 
4合 8，454

;jJ;イul 67，269. 

2，242，695 言!

七
、
八
割
を
占
め
て
い
た
(
八
十
表
)
。

J

「
ノ
こ

o

J

ん
J

e

・ず
t

批
の
種
類
に
は
や
は
り
銑
蝕
・
錦
銑
・
制
批
の
三
種
が
あ
っ
た
が
、
鋼
の
生
産

は
米
記
極
め
て
僅
か
で
、
大
部
分
が
鈍
鍛
及
び
錦
織
に
つ
く
ら
れ
て
い
に
。
前
記

の
山
陰
山
崎
地
方
ム
ハ
燃
に
つ
い
て
み
る
と
七
十
九
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
八
府
牒
で
全
鑓
の

金
の
生
産
相
は
「
物
産
表
」
に
よ
れ
ば
一
二
、
九
三
七
回
に
す
ぎ
ぬ
が
、
農
商
務
省
鎖
山
部
の
調
査
に
よ
る
と
明
治
七
年
の
金
生
産
高
二

三
賞
六
六

O
h泊
、
そ
の
償
額
六
四
、

104，6021nl 
? 

? 

? 

170，677 

64，791 

114，925 

66，518 
21，669 
3，456 
1，622 

39，004 
守

728，000斤

387，000 
302，0つ〕
156，069 
818，265 
281，700 

617，207 

400，225 

121，619 

15，627 
7，450 
231，225 

221，800 

〔銅 J(80表〉

i主E長岡

I f.:;1~û 
秋口l燃:

i 了長~tl

1銅最長

愛主主Jsn 了制

大坂府了銅

奈良!';係 9J{1/鋼

労tM!~課 長問

(3記長同

法松燃〈丁重悶

l ~戸 ífû

，r.j;j:JU孫、 3話芸同

1品，lIlf日深 言問

Mm
淡
町
内
十
研
究

e 

4，288，187 587，264 
(金生産高山11F雌額に却
する比率80%八する比率72'}{;

計ー

一
五
二
回
で
あ
っ
た
(
第
一
統
計
年
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鑑
)
。
そ
の
主
要
産
地
は
佐
渡
・
鹿
児
島
牒
の
山
ナ
野
・
芹
ナ
野
・
秋
問

臓
の
J

阿
仁
・
院
内
・
兵
庫
鯨
の
生
野
・
合
床
等
で
あ
っ
た
。

銀
の
生
産
額
も
「
物
産
表
」
の
数
字
は
柏
々
、
す
く
な
い
よ
う
で
、
農
商

務
省
鏑
山
部
の
調
主
に
よ
れ
ば
、
明
治
七
年
の
銀
産
額
六
六
四
貫
四
五

O

匁
、
一

O
八
、
ニ

O
凶
凶
で
あ
る
。
や
は
り
院
内
・
阿
仁
・
小
坂
等
の
鱗

山
診
も
つ
秋
悶
燃
が
最
大
の
生
出
陣
地
で
、
そ
の
外
佐
渡
・
生
野
(
兵
庫

肱
〉
・
宇
田
(
一
帽
丘
町
鯨
〉
の
産
額
も
多
か
っ
た
。

玉
石
錨
土
一
類
ま
ず
そ
の
内
料
ぞ
み
る
と
八
十
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

石
友
は
各
府
牒
で
生
産
さ
れ
て
居
る
が
、
主
要
産
地
は
長
崎
将
そ
筆
頭



-1:; 

日
付
郎
刷
物
淀
川
会
」
の
八
月
初

111 
u 

〔玄互玉総::f:.重責J(31il長〉

ぞ1J:( 811，6611!i] 
;r:r長i:: 468，229 
三五平iJtイを 286，379 

1，566，269 

山
山
口
・
鹿
島
・

'
ん
入
日
よ

'
f汀
H
H
舎

a
J
2
7
2
2

‘
J
J
苅

1
1

‘

。
桜
木
の
諸
綜
で
、
こ
の
八
路
で

の
八
五
%
。
ぞ
生

濯
し

》

G
F
一

石

茨

は

一

蹴

問

・

役

割

・

山

口

の

こ

の

一

…

一

燃

で

ぉ
、
統
計
年
鑑
に
よ
れ
ば
、
明
治
七
年
に
お
け
ゐ
裕
裁
生
産
高
は
官
行
鏑
山
〈

見
行
鎖
山
ニ
問
、
六
五
点
七
京
事
令
一
一
一
一
三
ハ

O
、
の
九
七
%
も
そ
占
め
て
い
た
。
な

-
高
島
〉
が

1fr 

九
七
一
、

0
0
一

個}。
ふ
j

五
山
ハ
九
交
で
あ
っ

町長で

l益三

物

誌

に

ち

に

記

載

さ

れ

に

や

阪

及

び

共

抱

ら
の
で
、
e

的
閣
と
比
較
す
"
の
こ
と
は
限
維
と
mゅ
う
が
、

よ
う
に
、

の
数
字
は
そ
の
年
の
夜
出
向
で
な
く
も

あ

牛
鎖

…
際
現
在
高
で
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
。

ーぇ
L
三
4
3
が、

/
J
M
U
M
W

ナ
J
w
d
r
J山

/、

そ
の
中

務
部
以
上
ぞ
有
守
w
h
v

一
地
方
は
京
都
・
長
総
・

山
明
治
七
年
現
在
の
…
偶
数
一
位
間
二
八
、

-
山
一
月
一
岡
崎
品
取
・
諮
問
・
北
依
・
小
田
・
成
品
。
愛
媛
・

6

佐
賀
省

全
一
以
敬
一
の
八
制
畑
正
分
や
お
め
で
い
た
。
な
お
「
第
一
統
計
年
鋭
い
に
よ
る
と
、
ゃ
の
一
偶
数
は
明
治
十
年
一
、

年

つ

O
八
O
、
間
一
四
日
間
、
間
十
ニ
年
一
、

O
問
問
、
九
一

0
1郊
で
あ
っ
℃
、
こ
れ
ら
に
比
す
る
と
汁
物
経
一
表
」
に
よ
ゐ
明
治
七
年
の
頭

数
は
か
な
り
す
く
な
く
、
或
同
体
不
完
全
な
数
字
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
参
考
ま
で
に
明
治
十
日

み
る
と
、

。
脱
究
島
の
諮
抑
制
で
、
こ
の
十
六
府
懸
で

工
て
当
γ

辻
、
在
二

F
'ノ
』

"ν
ト
百

H
M
J
I
i
a
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お
い
て
一
誠
一
間
以
上
を
有
す
る

ブζ
手口

e

近
江
・
陸
中
嶋

。
丹
波
・
但
品
e

肉
料
・
柏
者
0

・
伊
橡
・
土
佐
・
筑
諮
・

-
4品
川
円
以
戸

4
3
b
f
 

f
j
f
J
*
p
i
t
h
y
-
A
ζ
 

-A持続
パ
ロ

H
-
u
n
m別
Z
I
-
-
h
e志
向

川

匂

th
，…
zh

イ
1

E

t

i

与
す
る

-
問
防
・
長
門
・
記
伊
・
淡
路
・
阿
波
・

の
諾
揺
で
、
こ
の
…
九
十
一
一
一
ケ
閣
で
‘
会
織
の
九
割
近
く
そ
し
出
め

「
物
資
一
友
」
に
よ
れ
ば
明
治
七
年
判
明
夜
の
陥
の
説
教
は
五
一
二
ハ
川
、

L
支
え
・
村
山
品
川
・

大
隅

七
七
一
聞
と
な
る
。
そ
の
中
や
は
り
一
高
頭
以
上
会
る
つ
地
方



の
と
、
長
崎
・
岐
阜
。

e

秋

mγ
愛
媛
e

高
知
?
大
分
。
白
川
・
宮
崎
。
脱
党
品
の
諮
鯨
で
、
こ
の
十
一
一
線
で
の
八

一

陣

い

に

よ

ゐ

と

、

M
仰
の
頭
数
一
は
明
治
十
年
一
、
二
間
六
、
七
八
一
郎
、
間
十
…
年
一
、
五
問
。
、
五

一
、
四
一
九
州
問
、
八
二
一
一
一
刻
で
あ
り
¥
こ
れ
に
比
す
る
と
明
治
七
年
の
「
物
浴
衣
」
に
基
く
数
字
は
少
き
γ
平

に
九
お
い
て
…
お
烈
以
上
々
所
有
し
か
地
方
は
も

一一一

Mγ
問
中
斐
怠
武
識
・
上
総
。
常
臨
@
ム
六
銭
・
信
政
・
上
野
・
下
野
a
M
m
川
ぬ
・
治
代
。
路
前
@
陵
中
@
捲
以
亡
現
時
・
調
後
・

山v
e
結
後
。
間
務
・
長
門
省
開
設
・
伊
保
・
土
佐
・
筑
鵠
・
筑
後
s

曲
一
円
一
諮
。
山
川
以
後
・
肥
前
s

間
後

-
m向
@
大
隅
・

の
一
一
一
十
問
問
ナ
閉
で
、
こ
れ
ら
の
地
方
で
会
関
の
九
都
な
占
め
て
い
に
。

説
(
勉
腐
畿
一
期
こ
の
中
に
は
期
・
紙
a

兎
そ
の
仙
沼
会
認
の
命
歌
熔
と
蕗
卵
と
が
含
ま
れ
仰
や
が
、
そ
の

ニ
の
雨
去
で
共
仙
川
命
取
務
一
、
六
一
一
一
一
一
一
、
五
二
八
凶
の
八
綿
々
占
め
て
い
に
。

の
い
総
数
問
、
問
。
閥
、
側
一
ニ
錦
、
こ
の
う
お
十
広
務
以
上
や
有
す
る
地
方
M
伸
、
長
崎
・
新
摘
。

e

山
口
e

b

竹
京
二
的
知
・
大
分
。
宮
崎
の
諸
脂
.
で
、
こ
の
十
六
訴
で

州
制
心
分
一
身
上
口
め
て
い

k
o

旬、、
T
L
W
H
円、.
1

刈
ψ

A

j
f
j
/
ι
引
幻
ょ
に
ド
や

な

間仁川町'ど

i
、7
-
-

?己主

の
は
鶏
及
び
器
部
で
、

持
。
栃
木
移
般
的
M
T
a

秋

開

@

'

G
パ一

h
・s

・
t
tぇ
S
E
M

.
卒
中
市
U

明

日

句

会

J
y
h引

包

ム

ロ
H

の
八
割
や
占
め
て
い
た
。
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(六〉

故
後
に
も
各
柏
崎
域
に
お
い
て
、
山
山
村
の
高
岡
山
生
産
化
が
ど
の
韓
市
批
准
…
展
し
て
い
た
か
に

い
。
こ
の
間
出
身
取
扱
う
に
常
っ
て
、
私
は
滋
…
婆
な
揃
義
的
良
作
物
及
び
政
村
ヱ
議
日
間
と
し
て
も

-
綿
・
綿
糸
・
純
@
織
物
・
藍
e

菜
種
・
泊
・
州
制
・
臨
本
・
茶
@
泊
。
替
地
・
砂
糖
・
紙
@
阿
川
町
議
期

の
十
七
日
川
ね
を
明
治
定
し
、
そ
の
合
計
生
総
額
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「
明
治
七
年

府
燃
物
産
表
」
の
分
析

関東匿

(17品目合計生渡額)

Jl[ j)( fli' 425，734同
市11奈川豚 1，016，710 
千葉グ 1，598，975 
?iJi治グ 1，294，391 
ぷ城グ 715，863 
t号ヨミグ 1，862，408 

熊谷 I! 5，531，646 
栃木グ 4，386，739 

言 16，832，466
一!際平均 2，104，058 

東山区

(17品目合計!J三産主fO
'UI 会~ ll，~i\ 1，916，709IJiI 

5-1[，九月グ 2，098，543 

1主 U;S， I! 1，674，845 
IIjJ( ljL グ 1，972，589

言 7，662，674
-収不均 1，915，671 

ILJ 
口

東北匿

(17品目合計生産額)

宮城県草 657 ， 0521~U 

JEf手グ 433，934 
M五，r;j I! 1，045，610 

7]， i単グ 673，136 

寺子古百 グ 945，532 
務松グ 578，288 
うlj-森グ 432，654 

，11 7r~ グ 438 ， 832

j凶，Etlグ 145，7ラ6
ii'J: J!易グ 560，091 
f止問グ 853，401 

言t 6，764，286 
一際平均 614，93ラ

北陸医

(17品日合計生産額)

新潟腕 2，879，808IiU 
敦賀 I! 1，788，331 
ヨヲ 'I! グ 1，300，647 

~W JII グ 1，676，325

iit 7，645，111 
-l¥J，f;平均 1，911，277 

Wj~(;' l'日川l¥¥Kを削除する

く82表〕

山陰医

(17，'\1，日合計生産主~O

J:~: /i司.l¥¥r: 1，361， I 221nJ 
鳥取グ 650，054 

}:!; .fU グ 612，151
i資 l耳 I! 528，262 

::1[; {l~ グ 474 ，472

五 3，626，061
-l¥¥i¥平均 725，212 

四図匡

(17M， j;j合計生成制)

ヂJi[l際、 4，09ラ，017Uil

愛媛グ 1，755，167 
7J:i矢uグ 1，080，375

;i-l" 6，930，559 
ー1¥広平均 2，310，186 

東海陸

(17品目合計生盗容o
足柄!日係 678 ， 9351~i1 

ì~! 私3 グ 1 ， 013，540 

合'fi/ifdグ 886，634
愛知グ 5，19う，055

三重グ 1，232，801 
皮革7 グ 749，400 

音 9，756，365
一勝平均 1，626，061 

近畿医

(17品目合計生iliWiO
JS~ .1¥1係 1，83ラ，058Uil

プ三 /1反 !l~: 2，593，528 
J毛W I.I，!名 1，798，981
奈良グ 1，953グ14
)lr右/¥!l託 5，250，087

飾 l'iJ~孫 1 ， 794 ， 166

手IIl:I!((JIグ 1，245，724

d-l" 16，471，058 
-l際平均 2，353，000 

/iijj考滋~~燃を|徐〈

山陽匡

(17品目合言!-!tj1長官[)

|両O，[1 J係 758，639UiI

小田グ 1，044，971 

rfii I;!j グ 1，842，174
LlI口グ 3，532，603 

言 7，178，387
-l際平均 1，794，597 

- 56-

九州匿

(17品目合計生産傾)

耐 l司 l緊 754，7851Lil

三 ifK グ 1，050，214

小f.iグ 396，624

プ三全上 I! 1，066，523 

1主主1グ 587，15J 

土毛 J!¥}f グ 801，335 

白川グ 1，361，005 

t'r 11~~f グ 809 ， 443

百1・ 6，827，079
-_l~f，1.J5-J'.J 853，385 
世jj考 J必兇.1;JJl¥:思を欠く
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岡
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東
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地
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と
た
比
較
す
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ば
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の
問
問
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商
品
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の
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い
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一
隔
た
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あ
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た
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と
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知
ら
こ
と
が
で
き
ょ
う
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次
に
府
燃
や
基
療
に
み
る
と
、
関
東
区
の
熊
谷
・

木
、
東
海
磁
の
愛
知
、
東
山
阪
の
筑
臨
時
・
山
梨
・
岐

阜
、
北
陸
阪
の
新
潟
、
.
近
議
区
の
京
都
・
大
阪
・
向
指

良
、
山
山
判
例
市
慌
の
山
口
‘
間
関
誌
の
名
東
の
諸
府
揺
が
農

村
高
品
化
の
設
も
進
援
し
た
地
方
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
諮
府
鯨
の
特
政
nm
の
内
本
に
つ
い
て
み
る
と
上
拐
八

哀
の
知
く
で
あ
る
。
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